
Title ブラジルの違憲審査制度

Author(s) ロドリゲス＝ヴィエラ, パウロ; Rodrigues=Vieira, Paulo; 下井, 康史//訳 他

Citation 北大法学論集, 42(6), 1-30

Issue Date 1992-07-31

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/16853

Type departmental bulletin paper

File Information 42(6)_p1-30.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



:;輪;:

;j観 j¥ブ
ラ
ジ
ル
の
違
憲
審
査
制
度

パ
ウ
ロ

目

次

一
制
度
の
枠
組

A

政
治
制
度

-

主

体

2

合
憲
性
の
政
治
的
審
査

B
司
法
組
織

-
裁
判
官
と
裁
判
所

2

最
高
裁
判
所

二
裁
判
的
審
査
の
方
法

A

抽
象
的
審
査

-
ロ
ド
リ
ゲ
ス
H

ヴ
ィ
エ
ラ

下

井

康

史

訳

北法42(6・1)1413 



B 

歴
史
的
展
開

抽
象
的
審
査
の
現
状

3

抽
象
的
審
査
の
対
象

具
体
的
審
査

I

審
査
方
式
の
制
度

付
随
的
規
範
審
査
に
お
け
る
最
高
裁
の
役
割

連
邦
最
高
裁
判
決
の
効
果
と
上
院

北法42(6・2)1414

説

l 2 

論

2 3 

ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
合
憲
性
の
裁
判
的
審
査
制
度
は
、
混
合
的
な
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い
る
。

一
つ
は
、
抽
象
的
審
査
で
、
最
高
裁
に

よ
っ
て
、
あ
る
一
つ
の
法
律
に
対
し
て
集
中
的
か
っ
排
他
的
に
行
使
さ
れ
る
。
も
う
一
つ
は
、
立
法
行
為
、
司
法
行
為
お
よ
ぴ
執
行
行
為
に

対
す
る
具
体
的
審
査
で
、
あ
ら
ゆ
る
裁
判
所
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
非
集
中
的
審
査
で
あ
る
。
す
べ
て
の
裁
判
官
は
、
憲
法
の
条
文
の
適
用

や
解
釈
か
ら
生
じ
た
事
件
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
個
人
が
、

あ
る
紛
争
の
際
に
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
な
ん
ら
か
の
規
範
が
憲
法
に

適
合
し
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
、

そ
の
規
範
の
適
用
を
不
可
能
に
す
る
た
め
の
主
張
を
誠
実
に
申
し
立
て
、
そ
の
結
果
、
裁
判
官
が
そ
の

主
張
を
理
解
し
た
よ
う
な
場
合
、
あ
ら
ゆ
る
通
常
裁
判
官
は
、

そ
の
規
範
を
適
用
し
な
い
権
限
な
ら
び
に
義
務
を
有
す
る
。

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
抽
象
的
審
査
は
事
後
的
に
も
H

音
器
き
さ
の
み
可
能
で
あ
る
。
具
体
的
審
査
に
お
け
る
違
憲
の
抗
弁
は
付
随
的
に
な
さ
れ
、

当
該
問
題
が
提
起
さ
れ
た
裁
判
官
と
同
一
の
裁
判
官
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
合
憲
性
審
査
制
度
は
、
現
存
す

る
も
っ
と
も
完
備
さ
れ
た
も
の
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
り
、

そ
こ
で
利
用
可
能
な
機
構
や
技
術
の
す
べ
て
は
、
公
の
機
関
に
よ
っ

て
、
あ
る
い
は
、
市
民
ら
に
よ
っ
て
、
常
に
作
動
し
て
い
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、

一
九
八
八
年
一

O
月
五
日
に
審

署
さ
れ
た
現
行
憲
法
は
、
事
後
的
な
へ
白
宮
崎
町

3
D
C
抽
象
的
審
査
に
つ
い
て
、
最
高
裁
判
所
へ
の
提
訴
権
者
を
、
非
常
に
明
確
に
広
げ
た
た
め
、



」
の
分
野
に
お
け
る
重
要
な
進
展
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。

ブ
ラ
ジ
ル
の
合
憲
性
審
査
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
た
め
に
、

ま
ず
、
国
家
の
制
度
的
枠
組
を
説
明
し

(
一
)
、
続
い
て
、
合
憲
性
審
査
の

方
法
を
紹
介
す
る

(
二
)
こ
と
が
有
用
で
あ
ろ
う
。

制
度
的
枠
組

合
憲
性
審
査
制
度
の
す
べ
て
を
十
分
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
制
度
の
執
行
に
関
連
す
る
制
度
の
包
括
的
検
討
が
必
要
で
あ
る
の
で
、

以
下
で
は
、
政
治
制
度
と
司
法
組
織
を
概
観
す
る
こ
と
に
す
る
。

A 

政
治
制
度

合
憲
性
の
審
査
は
、
民
主
主
義
体
制
か
権
威
主
義
的
体
制
か
、
あ
る
い
は
、
王
政
か
共
和
政
か
、
大
統
領
制
か
議
院
内
閣
制
か
、
連
邦
制

ブラジルの違憲審査制度

か
単
一
国
家
制
か
、

一
院
制
議
会
か
二
院
制
議
会
か
、
等
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
様
相
を
一
不
す
。

ブ
ラ
ジ
ル
は
、
民
主
主
義
の
道
程
を
辿
っ
て
き
て
い
る
。
一
八
八
九
年
以
来
共
和
制
で
あ
り
、
そ
の
時
に
大
統
領
制
を
採
用
し
た
。
ま
た
、

(
配
注
1
)

二
七
の
単
位
か
ら
な
る
連
邦
制
で
あ
り
、
上
院
と
下
院
か
ら
な
る
二
院
制
の
連
邦
立
法
権
を
有
し
て
い
る
。

北法42(6・3)1415

1 

主
体



説

(
a
)
共
和
国
大
統
領
の
職

連
邦
の
執
行
権
は
、
共
和
国
大
統
領
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
。
彼
は
、
直
接
普
通
選
挙
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
、

(
訳
注
2
)

(
憲
法
人
二
条
)

0

北法42(6 .4) 1416 

任
期
は

5
年
で
、
次
期
の
再
選
は
禁
止
さ
れ
て
い
る

自衛

(
b
)
国
会

1 

(
四
五
条
)
、
任
期
は
四
年
で
あ
る
。

{
訳
注
4
}

上
院
議
員
の
任
期
は
八
年
で
あ
り
(
四
六
条
第
一
項
)
、
多
数
投
票
制
の
直
接
普
通
選
挙
で
選
出
さ
れ
る
(
四
六
条
)
。
各
構
成
国
家
は
、

連
邦
の
立
法
権
は
、
国
会
を
構
成
す
る
下
院
と
上
院
か
ら
な
る
。
両
院
は
対
等
で
あ
る
。

{
訳
注
3
)

下
院
議
員
は
、
構
成
諸
国
家
ご
と
に
、
比
例
代
表
制
投
票
に
よ
る
直
接
普
通
選
挙
で
選
出
さ
れ

2 
上
院
に
三
名
の
代
表
を
送
る

(
四
六
条
第
一
一
項
)
。
上
院
議
員
は
、
四
年
ご
と
に
、
ま
ず
、
三
分
の
一
、
次
に
三
分
の
二
が
改
選
さ
れ
る

四

六
条
第
二
項
)
。

上
院
は
、
法
律
の
合
憲
性
審
査
の
行
使
に
つ
い
て
特
別
の
役
割
を
は
た
す
。

つ
ま
り
、
上
院
は
、
最
高
裁
が
違
憲
で
あ
る
と
宣
言
し
た
法

律
の
送
付
を
受
け
て
、

そ
の
効
力
を
停
止
す
る
責
務
を
負
う
の
で
あ
る

(
五
二
条

X
)
。
こ
れ
は
、
あ
る
訴
訟
に
お
い
て
付
随
的
に
な
さ
れ

る
具
体
的
審
査
の
結
果
、
最
高
裁
が
判
決
を
下
し
た
場
合
の
役
割
で
あ
る
が
、

一
九
三
四
年
の
憲
法
が
上
院
に
委
ね
て
以
来
、
ず
っ
と
再
確

認
さ
れ
て
き
た
権
限
で
あ
る
。

2 

合
憲
性
の
政
治
的
審
査

ブ
ラ
ジ
ル
に
は
、
国
会
議
員
あ
る
い
は
共
和
国
大
統
領
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
事
前
の
宏
、
さ
さ
審
査
が
存
在
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ

れ
は
、
裁
判
的
審
査
で
は
な
く
、
政
治
的
審
査
で
あ
る
。

(
a
)
 

国
会
議
員
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
審
査

国
会
議
員
は
、
下
院
あ
る
い
は
上
院
で
合
憲
性
の
審
査
を
行
う
。
両
院
に
は
、
各
々
の
構
成
員
か
ら
な
る
「
憲
法
・
司
法
」
と
い
う
名
の



委
員
会
が
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
議
員
提
出
法
来
お
よ
び
政
府
提
出
法
案
が
本
会
議
の
表
決
に
か
け
ら
れ
る
前
に
、

ま
ず
第
一
に
そ
れ
ら
の
合
憲

性
の
審
査
を
行
う
責
務
を
負
う
。

す
べ
て
の
議
員
提
出
法
案
は
、
こ
の
委
員
会
の
審
査
に
服
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
は
、
立
法
手
続
を
と
り
う
る
た
め
の
「
必
須
の

玄
諮
問
主
白

ss」
」
条
件
で
あ
る
。
同
委
員
会
は
、
ま
ず
、
憲
法
が
定
め
て
い
る
形
式
面
に
つ
い
て
検
討
し
、
次
に
、
そ
の
内
容
面
を
検
討
す

(
訳
註

5
)

る
。
ま
た
、
と
く
に
立
法
府
と
執
行
府
の
聞
の
発
議
権
の
制
限
事
項
に
つ
き
監
視
す
る
が
、
同
委
員
会
が
裁
量
審
査
ま
で
も
行
使
す
る
こ
と

が
し
ば
し
ば
あ
る
。
事
後
に
異
議
が
申
し
立
て
ら
れ
る
法
律
の
数
か
ら
、
こ
の
審
査
も
結
局
あ
ま
り
有
効
な
も
の
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か

と
想
像
さ
れ
が
ち
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
委
員
会
の
審
査
の
対
象
と
な
る
法
文
の
数
ゃ
、
拒
否
さ
れ
る
法
文
の
こ
と
を
考
え

れ
ば
、

そ
の
役
割
の
重
要
性
を
十
分
に
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
委
員
会
の
行
為
が
な
け
れ
ば
、
違
憲
の
法
律
の
数
は
、

も
っ
と
多
く

な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

(
b
)
 
共
和
国
大
統
領
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
審
査

憲
法
八
四
条
V
に
よ
れ
ば
、
共
和
国
大
統
領
は
、
裁
可
と
そ
れ
に
続
く
審
署
を
得
る
た
め
に
付
託
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
法
文
の
全
部
ま
た
は

一
部
に
つ
い
て
、
拒
否
を
申
し
出
る
排
他
的
権
限
を
有
す
る
。
憲
法
は
、
こ
の
拒
否
権
の
基
礎
を
定
め
て
は
い
な
い
が
、
こ
の
制
度
が
創
設

ブラジルの違憲審査制度

さ
れ
て
以
来
ず
っ
と
、
拒
否
の
主
た
る
理
由
は
当
該
法
文
の
違
憲
性
で
あ
る
こ
と
が
常
で
あ
っ
た
。
共
和
国
大
統
領
は
、
議
会
で
議
決
さ
れ

た
法
律
の
正
文
を
受
け
取
り
、

そ
れ
が
憲
法
と
の
適
合
性
を
完
全
に
は
充
た
し
て
は
い
な
い
と
判
断
す
れ
ば
、
そ
の
違
憲
性
の
み
を
理
由
と

し
て
、
即
時
に
拒
否
を
申
し
出
る
権
利
を
有
す
る
。
こ
の
よ
う
な
拒
否
の
「
申
し
出
」
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
拒
否
は

そ
し
て
、
両
院
は
こ
の
拒
否
を
覆
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
(
六
六
条
第
四
、
五
項
)
。
も
し
、
大
統
領

北法42(6・5)1417

両
院
の
審
査
に
付
託
さ
れ
、

の
拒
否
の
理
由
が
政
治
的
な
も
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
拒
否
は
覆
さ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
り
、

そ
の
結
果
、
共
和
国
大
統
領
は
そ
の
法
律
を
裁

可
お
よ
び
審
署
し
、
公
示
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
が
、

そ
れ
で
も
、

そ
の
理
由
が
憲
法
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
大
多



説

数
の
場
合
に
拒
否
は
尊
重
さ
れ
る
。

E命

B 

司
法
組
織

ブ
ラ
ジ
ル
の
司
法
制
度
は
、
最
高
裁
を
頂
点
と
し
た
全
裁
判
所
を
含
む
一
元
的
裁
判
制
度
で
あ
る
。
司
法
二
冗
制
を
採
用
し
て
い
る
の
で

あ
り
、

し
た
が
っ
て
、
行
政
裁
判
所
は
存
在
し
な
い
。

1 

裁
判
官
と
裁
判
所

司
法
組
織
の
全
体
は
や
や
複
雑
と
な
っ
て
い
る
が
、
ま
ず
、
二
つ
の
裁
判
組
織
系
統
が
あ
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

り
、
連
邦
レ
ベ
ル
の
も
の
と
構
成
国
家
レ
ベ
ル
の
も
の
が
あ
る
。
連
邦
の
裁
判
機
構
は
連
邦
法
の
適
用
を
任
務
と
す
る
の
に
対
し
、
構
成
田

家
の
裁
判
官
お
よ
び
裁
判
所
は
普
通
法
の
適
用
を
任
務
と
す
る
。

普
通
裁
判
所
は
、
「
裁
判
官
」
と
構
成
国
家
の
首
府
に
お
か
れ
る
「
州
高
等
裁
判
所
」

か
ら
な
る
。
連
邦
裁
判
所
は
、
各
構
成
国
家
の
首

府
に
所
在
す
る

「
連
邦
裁
判
官
」
と
全
国
で
五
カ
所
あ
る
「
連
邦
地
方
裁
判
所
」
(
一

O
五
条
)

か
ら
な
る
。
普
通
裁
判
所
と
連
邦
裁
判
所

は
一
審
と
二
審
の
関
係
に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
三
審
は
管
轄
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
て
い
て
、

一
つ
は
、
最
高
裁
た
る
「
連
邦
最
高
裁

判
所
」
で
、

も
う
一
つ
は
、

一
九
八
八
年
憲
法
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
「
高
等
連
邦
裁
判
所
」

S
T
F
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

で
あ
り
、
こ
ち
ら
が
以
前
は

S
T
F
の
管
轄
で
あ
っ
た
連
邦
の
裁
判
に
む
し
ろ
従
事
し
て
い
る
。

S
T
F
は
、
以
前
よ
り
そ
の
任
務
は
少
な

く
な
っ
て
い
る
が
、
普
通
法
裁
判
所
の
第
三
審
で
あ
る
こ
と
の
他
に
、
今
日
で
は
憲
法
の
遵
守
に
よ
り
多
く
従
事
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
法

北法42(6・6)1418

つ
ま



律
に
対
す
る
事
後
的
な
「
官
官
恒
常
さ
な
」
抽
象
的
審
査
に
お
い
て
排
他
的
に
、

そ
し
て
、

下
級
審
に
お
い
て
な
さ
れ
た
具
体
的
審
査
に
つ
い
て

(一

O
二
条
)
。

終
審
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
合
憲
性
審
査
を
行
使
す
る
責
務
を
負
っ
て
い
る

ま
た
、
「
特
別
な
」
裁
判
所
、
す
な
わ
ち
、
労
働
裁
判
所
、
選
挙
裁
判
所
お
よ
び
軍
事
裁
判
所
が
あ
る
。
労
働
裁
判
所
は
、
「
労
働
裁
判

官
」
・
「
裁
判
所
」
、
「
地
方
労
働
裁
判
所
」
、
「
高
等
労
働
裁
判
所
」
か
ら
な
る
(
一
一
一
条
)
。
選
挙
裁
判
所
は
、
「
選
挙
裁
判
官
」
・
「
裁
判
所
」
、

判
所
」
か
ら
な
る

(
一
一
八
条
)
。
軍
事
裁
判
所
は
、
「
軍
事
裁
判
官
」
・
「
裁
判
所
」
、
「
高
等
軍
事
裁

(
一
二
二
条
)
。
こ
の
よ
う
に
、
労
働
裁
判
所
と
選
挙
裁
判
所
は
三
審
制
で
、
軍
事
裁
判
所
は
二
審
制
で
あ
る
。

「
地
方
選
挙
裁
判
所
」
、
「
高
等
選
挙
裁
判
所
」
か
ら
な
る

2 

最
高
裁
判
所

ブ
ラ
ジ
ル
の
連
邦
最
高
裁
判
所
は
裁
判
制
度
の
頂
点
に
立
ち
、

一
元
的
な
国
家
裁
判
秩
序
を
形
成
し
て
い
る
。
連
邦
最
高
裁
は
、
三
五
歳

ブラジルの違憲審査制度

以
上
六
五
歳
以
下
で
、
高
度
の
法
的
知
識
と
揺
る
ぎ
の
な
い
名
声
を
有
す
る
市
民
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
「
上
級
裁
判
官
」
と
呼
ば
れ
る
一
一

人
の
構
成
員
か
ら
な
る
。
全
員
が
、
上
院
の
絶
対
多
数
に
よ
る
承
認
の
後
に
、
共
和
国
大
統
領
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
。
憲
法
に
よ
る
彼
ら

の
身
分
保
障
の
一
つ
に
終
身
で
の
任
命
が
あ
る
た
断
、
彼
ら
が
大
統
領
と
い
う
政
治
的
権
威
に
任
命
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
、
最
終
的
に
は

彼
ら
の
職
務
の
遂
行
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
く
、
彼
ら
に
は
審
理
お
よ
ぴ
判
決
に
つ
い
て
の
完
全
な
独
立
性
と
自
由
が
認
め
ら
れ
る
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
ま
ず
第
一
に
、
そ
の
責
任
に
お
い
て
憲
法
を
擁
護
す
る
こ
と
を
そ
の
任
務
と
す
る

(
訳
注
6
)

が
、
そ
の
他
の
責
任
の
中
に
は
、
連
邦
ま
た
は
州
の
法
律
あ
る
い
は
規
範
的
行
為
の
違
憲
性
に
関
す
る
直
接
訴
訟
の
取
扱
お
よ
び
判
断
と
い

う
も
の
が
、
当
初
か
ら
含
ま
れ
て
い
た
。

連
邦
最
高
裁
判
所
が
抽
象
的
に
法
規
範
あ
る
い
は
規
範
的
行
為
の
違
憲
性
を
審
査
す
る
場
合
は
、
寸
連
邦
総
弁
護
庁
」
が
、
異
議
を
申
し

~t法42(6 ・ 7)1419 
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立
て
ら
れ
た
当
該
行
為
あ
る
い
は
法
文
の
弁
護
の
た
め
に
召
喚
さ
れ
る
。

論

E 

裁
判
的
審
査
の
諸
方
法

ブ
ラ
ジ
ル
の
合
憲
性
の
裁
判
的
審
査
の
方
法
は
、
抽
象
的
審
査
と
具
体
的
審
査
の
二
つ
で
あ
る
。

A 

抽
象
的
審
査

す
で
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
抽
象
的
審
査
と
は
抽
象
的
規
範
審
査
で
あ
り
、
直
接
的
に
法
律
を
対
象
と
し
、
そ
の
法
律
が
効
力
を
持
つ
こ

と
を
妨
げ
る
こ
と
(
事
前
の
音
、

3
3」
審
査
)
、
あ
る
い
は
、
持
続
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
こ
と
(
事
後
的
な
守
を

S
S
S
審
査
)
を
目
的
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
裁
判
と
い
う
形
で
の
事
前
の
昔
、
さ
さ
抽
象
的
審
査
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、

う
な
法
律
の
準
備
段
階
で
の
審
査
と
し
て
は
、
す
で
に
見
た
よ
う
な
政
治
的
審
査
の
み
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
抽
象
的
審
査
と
し

フ
ラ
ン
ス
の
モ
デ
ル
で
、

そ
の
よ

て
は
事
後
的
な
念
宮
崎

H
3
3」
も
の
の
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
審
査
は
、
具
体
的
な
訴
訟
と
は
別
に
な
さ
れ
る
も
の
で
、
法
律
の
違
憲
性
を
理
由
と
し
て
、
直
接
的
に
そ
の
法
律
の
有
効
性
が
連
邦

最
高
裁
判
所
で
争
わ
れ
た
場
合
の
審
査
で
あ
る
。
立
法
権
の
最
も
重
要
な
行
為
が
争
わ
れ
る
と
い
う
重
大
な
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
最
高
裁
へ
の
提
訴
権
は
、
そ
の
権
利
の
個
々
の
代
表
者
と
し
て
の
諸
機
関
に
限
定
さ
れ
、
市
民
は
除
外
さ
れ
る
。

以
下
で
は
、
ま
ず
、
こ
の
機
構
の
生
成
と
発
展
を
紹
介
し
、
次
に
、
現
行
の
枠
組
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
う
。

北法42(6喝)1420 



1 

歴
史
的
展
開

一
九
三
四
年
憲
法
は
、
法
律
の
合
憲
性
審
査
制
度
の
重
要
な
変
更
を
も
た
ら
し
た
。
そ
れ
は
、

一
八
九
一
年
に
創
設
さ
れ
た
合
憲
性
審
査

機
構
に
付
加
さ
れ
た
も
の
で
、
判
例
が
不
安
定
に
な
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
裁
判
所
の
構
成
員
全
体
の
多
数
の
み
が
法
律
の
違
憲
を
宣
言

で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
裁
判
官
は
単
独
で
あ
っ
て
も
、
具
体
的
審
査
で
は
、
違
憲
の
疑
い
の
あ
る
法
律
の
適
用

を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
こ
の
憲
法
は
、
法
律
で
あ
れ
、
行
為
で
あ
れ
、
司
法
部
に
よ
っ
て
一
旦
違
憲
と
さ
れ
た
も
の
の
効
力

の
全
部
ま
た
は
一
部
を
停
止
す
る
権
限
を
上
院
に
与
え
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
最
も
重
要
な
改
革
は
、
憲
法
七
条
一
項
が
構
成
諸
国
家
の
立
法
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
た
場
合
の
抽
象
的
審
査
の
設
立
、

そ
れ
に
伴
う
も
の
と
し
て
、
連
邦
に
よ
る
構
成
諸
国
家
へ
の
介
入
の
制
度
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
「
共
和
国
検
事
総
長
」
が
構
成
国
家
の
法
文
を
最
高
裁
に
告
発
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
合
憲
性
審
査
で
あ
る
が
、
最
高

裁
が
違
憲
と
宣
言
し
て
も
、
連
邦
が
必
然
的
に
構
成
国
家
へ
介
入
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
連
邦
法
律
自
体
が
審
査
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
地

お
よ
び
、

ブラジルの違憲審査制度

方
法
律
や
地
方
政
府
の
行
為
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
う
る
よ
う
な
連
邦
法
律
の
構
成
国
家
へ
の
適
用
可
能
性
が
審
査
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
で
も
、
そ
の
審
査
は
法
的
な
も
の
で
、
政
治
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

一
九
三
四
年
憲
法
は
短
命
に
終
わ
り
、
法
律
の
合
憲
性
審
査
制
度
に
つ
い
て
は
後
退
し
た
一
九
三
七
年
憲
法
に
代
わ
ら
れ
た
。

年
の
体
制
は
、
違
憲
と
宣
言
さ
れ
た
法
律
の
効
力
を
停
止
す
る
上
院
の
権
限
、
お
よ
び
、
憲
法
上
の
原
則
に
対
す
る
違
反
に
つ
い
て
最
高
裁

一
九
三
七

北法42(6・9)1421

に
提
訴
す
る
共
和
国
検
事
総
長
の
権
利
を
剥
奪
し
た
。
さ
ら
に
言
及
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
こ
と
は
、

ア
メ
リ
カ
の
経
験
、
す
な
わ
ち
、

フ

ラ
ン
ク
リ
ン
・
ル

l
ズ
ヴ
エ
ル
ト
大
統
領
と
最
高
裁
と
の
関
係
に
様
々
な
障
害
が
生
じ
、

そ
の
こ
と
が
「
裁
判
官
の
政
治
」
と
し
て
告
発
さ
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れ
た
と
い
う
経
験
の
影
響
な
し
に
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
九
三
四
年
憲
法
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
直
接
的
な
抽
象
的
違
憲
審
査
は
、

一
九
四
六
年
憲
法
と
と
も
に
新
し
い
様
相
を
示
し
た
。
共
和

北法42(6・10)1422

号4
E岡

国
検
事
総
長
は
、
以
下
の
よ
う
な
諸
原
則
違
反
が
あ
っ
た
場
合
に
、
連
邦
の
介
入
を
求
め
て
最
高
裁
へ
提
訴
す
る
唯
一
の
権
利
保
持
者
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
川
代
表
共
和
政
体
、
凶
諸
権
力
の
独
立
と
調
和
、
間
選
挙
で
任
命
さ
れ
る
職
務
の
任
期
、
川
州
市
長
や
州
知
事

の
任
期
の
連
続
再
選
の
禁
止
、
同
市
町
村
の
自
治
、
附
行
政
に
よ
る
財
政
報
告
、
川
司
法
権
の
保
障
、
の
原
則
で
あ
る
。

連
邦
の
介
入
は
、
最
高
裁
に
よ
る
当
該
行
為
の
違
憲
宣
言
の
後
に
の
み
可
能
で
あ
っ
た
。
重
要
な
の
は
、
連
邦
の
構
成
諸
国
家
に
課
せ
ら

れ
て
い
る
憲
法
上
の
義
務
の
履
行
に
つ
い
て
の
審
査
で
あ
る
。
こ
の
直
接
訴
訟
の
制
度
は
広
く
利
用
さ
れ
て
き
た
。
実
際
、

い
か
な
る
者
も

共
和
国
検
事
総
長
に
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
が
、
最
高
裁
に
提
訴
す
る
か
否
か
は
、
検
事
総
長
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
。
し

か
し
な
が
ら
、

一
旦
最
高
裁
に
提
訴
さ
れ
れ
ば
、

も
は
や
取
り
下
げ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
当
該
事
案
は
常
に
連
邦
最
高
裁
の
判
決
に
よ
っ
て

結
論
が
下
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
最
高
裁
の
応
答
は
、
意
見
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
く
(
し
か
も
、
最
高
裁
は
意
見
を
出
す
こ
と
を
常
に
拒

ん
で
き
て
い
る
)
、
憲
法
訴
訟
の
最
終
的
審
判
者
と
し
て
の
最
高
裁
が
下
す
、
当
該
争
訟
に
決
着
を
つ
け
る
判
決
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

直
接
的
審
査
に
お
い
て
は
、
最
高
裁
の
判
決
は
万
人
に
対
す
る
吉
宮
室
芝
と
効
力
を
有
す
る
。

取
り
消
し
た
り
、

そ
の
効
力
を
停
止
す
る
も
の
で
は
な
く
、

そ
の
よ
う
な
機
能
は
、

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
判
決
は
、
法
律
を

一
九
七
一
年
ま
で
は
上
院
に
属
し
て
い
た
。
し
た
が
つ

て
、
構
成
国
家
の
法
律
の
違
憲
性
に
つ
い
て
の
最
高
裁
の
判
決
は
、
寸
誤
つ
て
な
さ
れ
て
い
る
L

こ
と
を
解
消
す
る
た
め
に
、
連
邦
が
構
成

国
家
に
介
入
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
体
系
は
、

そ
の
後
の
一
九
六
五
年
の
軍
事
政
権
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
規
範
に
つ
い
て
の
抽
象
的
審
査
制
度
を
設
け
る
際

に
も
採
用
さ
れ
た
。
こ
の
審
査
に
よ
る
判
決
は
、

(
訳
註
7
}

諸
原
則
を
定
め
る
憲
法
七
条
咽
に
関
わ
る
も
の
に
限
定
さ
れ
た
。

一
般
的
効
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
介
入
の
申
立
は
、
守
ら
れ
る
べ
き
憲
法
上
の



一
九
六
五
年
一
一
月
二
六
日
の
憲
法
修
正
二
ハ
号
に
よ
っ
て
、
諸
規
範
の
抽
象
的
審
査
あ
る
い
は
事
後
的
な
念
宮

5
5さ
抽
象
的
審
査

が
ブ
ラ
ジ
ル
に
導
入
さ
れ
た
。
介
入
の
申
立
に
よ
る
審
査
は
存
続
し
、
連
邦
お
よ
ぴ
構
成
諸
国
家
の
あ
ら
ゆ
る
規
範
に
対
す
る
抽
象
的
審
査

が
加
え
ら
れ
た
。
こ
の
新
し
い
制
度
は
、
合
衆
国
の
違
憲
立
法
審
査
制
度
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
の
違
憲
立
法
審
査
制
度
を
は
っ
き
り
と
遠
ざ
け
、

同
種
の
訴
訟
裁
判
を
方
向
づ
け
る
先
例
を
作
り
出
し
た
。
ま
た
、
こ
の
新
し
い
審
査
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
別
の
機
構
が
存
在
す
る
。
す
な

わ
ち
、
連
邦
ま
た
は
構
成
国
家
の
あ
ら
ゆ
る
法
律
に
対
し
、
共
和
国
検
事
総
長
が
最
高
裁
に
排
他
的
に
発
議
す
る
と
い
う
抽
象
的
違
憲
申
立

(
提
訴
の
手
段
)

の
制
度
が
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
申
立
の
発
議
に
つ
い
て
の
変
更
が
試
み
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
最
高
裁
以
外

の
い
ず
れ
か
の
裁
判
所
で
進
行
中
の
あ
ら
ゆ
る
具
体
的
訴
訟
に
つ
い
て
、
最
高
裁
が
自
己
提
訴
で
き
、

ま
た
、
共
和
国
検
事
総
長
は
、
審
理

中
の
具
体
的
訴
訟
に
つ
き
、
最
高
裁
に
提
訴
す
る
権
利
を
有
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
下
級
裁
判
所
の
自
律
性
と
い

う
す
で
に
伝
統
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
裁
判
制
度
の
尊
重
に
よ
っ
て
、
こ
の
自
己
提
訴
制
度
の
試
み
は
否
定
さ
れ
た
。
抽
象
的
違
憲
申
立

制
度
を
設
け
る
目
的
の
第
一
は
、
憲
法
上
の
論
争
の
即
時
の
解
決
、
お
よ
び
、
訴
訟
経
済
の
促
進
に
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
法

律
の
合
憲
性
審
査
の
制
度
の
拡
張
は
、
法
体
系
と
は
相
容
れ
な
い
法
律
が
法
体
系
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

で
も
あ
っ
た
た
め
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
制
度
に
新
し
い
性
質
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
直
接
的
な
抽
象
的
違
憲
審
査
の

ブラジルの違憲審査制度

対
象
範
囲
が
拡
張
さ
れ
、
以
前
は
、
構
成
国
家
の
法
律
の
み
が
介
入
申
立
に
よ
る
審
査
の
対
象
で
あ
っ
た
が
、
以
後
は
、
連
邦
の
諸
法
律
も

含
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ブ
ラ
ジ
ル
立
法
府
に
よ
り
「
申
立
」
と
称
さ
れ
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
法
学
説
も
承
認
し
た
。
こ
の
制
度
は
憲
法

体
系
の
保
護
を
そ
の
使
命
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
介
入
申
立
は
、
連
邦
の
基
本
原
則
を
排
他
的
に
擁
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

理
論
的
に
は
、
直
接
的
な
抽
象
的
違
憲
訴
訟
の
申
請
は
、
提
訴
権
を
制
限
し
つ
つ
も
、
実
際
に
は
法
制
度
と
相
容
れ
な
い
よ
う
な
諸
法
律

の
侵
入
か
ら
法
制
度
を
守
る
と
い
う
利
益
に
密
接
な
関
連
を
有
し
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

北法42(6・11)1423 

こ
の
よ
う
な
抽
象
的
審
査
は
、

一
九
六
四
年
か
ら
一
九
八
四
年
ま



説

で
の
問
の
政
治
体
制
が
、
軍
人
に
よ
っ
て
樹
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

一
九
八
八
年
憲
法
ま
で
は
、
提
訴
権
が
連
邦
執
行

北法42(6・12)1424

権
に
都
合
の
よ
い
道
具
手
段
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

論

一
九
四
六
年
憲
法
の
修
正
は
、
共
和
国
検
事
総
長
に
の
み
提
訴
権
を
与
え
、
ま
た
、
そ
の
審
査
は
最
高
裁
の
排
他
的
管
轄
に
属
し
て
い
た
。

一
九
四
六
年
憲
法
の
方
向
づ
け
は
、
そ
の
後
の
憲
法
に
よ
り
保
持
さ
れ
た
が
、
新
憲
法
(
一
九
八
八
年
)
は
、
市
民
を
含
め
る
こ
と
ま
で
は

し
な
か
っ
た
も
の
の
、
提
訴
権
の
保
持
者
数
を
大
幅
に
拡
張
し
た
。
形
式
的
な
観
点
か
ら
す
る
と
、
連
邦
検
察
庁
の
長
は
、
連
邦
の
権
利
が

保
護
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、

す
4
F

れ~、

い
わ
ゆ
る
政
府
の
利
益
を
表
明
す
る
わ
け
で
も
な
い
|
|
彼
は
憲
法
の
あ
る
定
め
へ
の

違
反
が
あ
る
こ
と
の
立
証
の
み
を
行
う
の
で
あ
る
。

学
説
の
一
致
し
た
批
判
(
例
外
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
)

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
高
裁
へ
の
提
訴
が
検
察
庁
の
排
他
的
決
定
に
よ
っ
て
な

さ
れ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
検
察
庁
は
自
由
裁
量
権
を
有
す
る
こ
と
を
自
認
し
て
い
た
。
学
説
は
こ
の
見
解
に
異
議
を
唱
え
、
憲
法
が

侵
害
さ
れ
た
り
、
憲
法
違
反
の
情
報
が
検
察
庁
に
も
た
ら
さ
れ
た
場
合
は
、
検
察
庁
は
常
に
最
高
裁
に
提
訴
す
る
義
務
が
あ
る
、

と
解
し
て

、a
'
a
0

・ν
J

h書
物
や
雑
誌
の
公
刊
の
際
の
検
閲
を
制
度
化
し
た
デ
ク
レ
・
ロ
ワ

(
法
律
命
令
)
号
R
2
1互
に
関
す
る
事
件
は
有
名
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

あ
る
野
党
が
、
最
高
裁
へ
の
提
訴
を
求
め
て
こ
の
命
令
を
共
和
国
検
事
総
長
に
告
発
し
た
と
こ
ろ
、
提
訴
を
拒
否
さ
れ
た
と
い
う
事
件
で
あ

る
。
そ
の
後
、
同
党
は
最
高
裁
に
直
接
提
訴
し
た
が
、
違
憲
審
査
を
提
訴
す
る
権
利
は
共
和
国
検
事
総
長
に
「
排
他
的
に
」
留
保
さ
れ
て
お

り
、
政
党
の
違
憲
審
査
提
訴
に
は
正
当
性
が
な
い
と
い
う
理
由
で
審
理
は
拒
否
さ
れ
た
。
こ
の
事
件
に
対
す
る
反
響
が
非
常
に
否
定
的
な
も

一
九
八
八
年
憲
法
は
、
国
民
議
会
に
代
表
を
有
す
る
政
党
に
最
高
裁
へ
の
提
訴
の
権
利
を
認
め
た
の
で
あ
る
。

の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

学
説
が
批
判
し
た
の
は
、
直
接
的
な
法
律
の
合
憲
性
審
査
の
提
訴
権
を
、
共
和
国
検
事
総
長
に
の
み
帰
属
さ
せ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
共
和

国
検
事
総
長
は
、
階
層
組
織
上
の
高
い
地
位
に
位
置
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
検
察
庁
の
長
を
い
つ
で
も
自
由
に
罷
免
し
う
る
執
行
府
の
長



に
従
属
し
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
き
、

{
却
)

ケ
ル
ゼ
ン
は
、
少
数
者
の
よ
り
強
い
保
護
を
主
張
し
て
、
民
主
主
義
の
重
要
な
機
構
と
し
て
、
議
会

の
少
数
者
に
最
高
裁
へ
の
提
訴
権
を
認
め
る
利
益
が
あ
る
と
解
し
て
い
る
。

2 

抽
象
的
審
査
の
現
状

一
九
八
八
年
憲
法
は
、
検
察
庁
を
執
行
府
へ
の
従
属
か
ら
解
き
放
つ
こ
と
に
よ
り
、
新
し
い
形
の
も
の
と
し
た
。
憲
法
制
定
権
者
は
、
法

(
訳
注

8
}

秩
序
、
民
主
制
、
譲
渡
で
き
な
い
社
会
的
お
よ
び
個
人
の
利
益
の
擁
護
を
、
検
察
庁
に
明
示
的
に
委
ね
た
。

た
と
え
、
こ
の
審
査
が
客
観
的
な
も
の
、
す
な
わ
ち
、
利
害
関
係
者
の
存
在
な
し
に
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
最
高
裁
は
、
職
権
で

審
査
手
続
を
開
始
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
審
査
手
続
の
開
始
は
、
申
立

(
憲
法
一

O
三
条
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
諸
機
関
の
一
つ
に
よ
る

申
請
)
と
い
う
審
査
推
進
手
段
に
依
存
す
る
。
さ
ら
に
、
法
律
に
つ
い
て
の
提
訴
が
最
高
裁
に
な
さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
に
は
、
手
続
開
始

手
段
を
提
示
す
る
だ
け
で
十
分
で
あ
り
、

そ
れ
に
よ
り
当
該
事
案
は
完
全
に
最
高
裁
の
審
査
に
服
す
る
こ
と
に
な
る
。
提
訴
権
者
は
、

や
自
己
の
要
求
を
取
り
下
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ブラジルの違憲審査制度

一
九
八
八
年
憲
法
以
前
、
最
高
裁
へ
の
提
訴
に
関
す
る
異
常
性
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
|
|
共
和
国
検
事
総
長
の
み
が
提
訴
権
者
で
あ
っ
た

の
で
、
彼
は
法
律
の
合
憲
性
に
つ
い
て
の
唯
一
の
審
判
者
だ
っ
た
と
い
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
は
あ
る
法
律
を
合
憲
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、

最
高
裁
に
提
訴
す
る
こ
と
は
な
く
、

そ
の
結
果
、
最
高
裁
は
そ
の
法
律
を
審
査
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
、
あ
え
て
言
え
ば
、
検
事
が

合
憲
性
の
裁
判
官
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
最
高
裁
は
違
憲
性
の
裁
判
官
な
の
で
あ
っ
た
。

連
邦
憲
法
第
一

O
三
条
は
、
以
下
の
よ
う
に
定
め
る
。

「
違
憲
の
訴
訟
を
提
起
し
得
る
者

も
は

北法42(6・13)1425



説

1 

共
和
国
大
統
領

上
院
の
理
事
部

下
院
の
理
事
部

(
構
成
国
家
の
)
立
法
議
会
の
理
事
部

構
成
国
家
の
知
事

共
和
国
検
事
総
長

ブ
ラ
ジ
ル
弁
護
士
会
連
邦
評
議
会

国
民
議
会
に
代
表
を
有
す
る
政
党

組
合
総
連
合
ま
た
は
全
国
的
範
囲
の
階
級
団
体
」

2 

論

3 4 5 6 7 8 9 
こ
の
一

O
三
条
の
提
訴
権
者
の
範
囲
は
、
新
憲
法
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
直
接
提
訴
の
制
度
の
創
設
(
一
九

三
四
年
と
一
九
六
五
年
)
以
来
、
提
訴
権
を
有
す
る
の
は
、
共
和
国
大
統
領
と
の
結
び
つ
き
と
そ
れ
へ
の
従
属
性
が
非
常
に
明
確
で
あ
っ
た

共
和
国
検
事
総
長
の
み
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
非
常
に
制
限
的
な
制
度
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
今
日
で
は
、
市
民
は
抽
象
的
規
範

審
査
に
つ
い
て
最
高
裁
に
直
接
提
訴
す
る
権
利
を
有
し
な
い
け
れ
ど
も
、
直
接
提
訴
を
す
る
た
め
に
、
諸
機
関
の
一
つ
に
さ
ほ
ど
の
困
難
を

伴
う
こ
と
な
く
接
近
す
る
こ
と
が
で
き
、

そ
し
て
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
支
持
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
市
民
は
だ
れ
で

も
、
自
己
の
権
利
を
侵
害
一
目
さ
れ
た
と
感
じ
れ
ば
、

い
つ
で
も
具
体
的
事
件
に
つ
い
て
の
訴
訟
の
枠
内
で
、
付
随
的
な
具
体
的
審
査
を
求
め
る

」
と
が
で
き
る
。

憲
法
一

O
三
条
一
項
は
、
違
憲
訴
訟
に
お
い
て
共
和
国
検
事
総
長
が
事
前
に
聴
聞
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
以
前

よ
り
も
ず
っ
と
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
の
検
事
総
長
は
、
一
二
権
か
ら
完
全
に
独
立
し
て
い
る
。
ま
た
、
検
事
総
長
は
、
憲
法
を
擁
護
す
る

任
務
も
負
っ
て
い
る
。
た
し
か
に
彼
は
共
和
国
大
統
領
に
任
命
さ
れ
る
が
、

一
旦
任
命
さ
れ
れ
ば
も
は
や
罷
免
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
以
前

北法42(6・14)1426



は
、
こ
の
よ
う
な
身
分
は
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
常
に
彼
は
国
家
元
首
に
従
属
し
て
い
た
た
め
、

そ
の
活
動
は
、
政
治
的
な
理
由
か
ら
執
行

権
力
の
利
益
に
応
じ
た
も
の
に
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、
今
日
で
は
、
法
的
な
理
由
か
ら
む
し
ろ
一
般
利
益
に
応
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
八
八
年
憲
法
は
、
連
邦
総
弁
護
庁
と
い
う
機
関
を
創
設
し
、
異
議
を
申
し
立
て
ら
れ
た
行
為
を
擁
護
す
る
任
務
を
委
ね
た

条
参
照
)
。
し
か
し
な
が
ら
、
問
機
関
が
最
高
裁
へ
の
提
訴
権
者
で
あ
る
共
和
国
大
統
領
の
法
律
顧
問
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
矛
盾
も
存
在

( 

一一一一

す
る
。

つ
ま
り
、
総
弁
護
庁
が
憲
法
上
の
任
務
を
果
た
す
た
め
に
、

い
か
に
し
て
大
統
領
の
た
め
に
違
憲
性
を
主
張
し
、
同
時
に
大
統
領
の

攻
撃
か
ら
そ
の
法
律
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
?
そ
の
答
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
、
以
上
の
よ
う
な
新
し
い
パ
ノ
ラ
マ
は
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
憲
法
訴
訟
に
新
し
い
手
続
が
創
設
さ
れ
、
そ
し
て
新
た
に
対
審
制
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
連
邦
総
弁

護
庁
は
、
合
憲
と
考
え
ら
れ
る
法
文
も
、
違
憲
が
明
ら
か
な
法
文
も
、
同
様
に
擁
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
?
す
で
に
こ
の
点

に
つ
い
て
の
学
説
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
判
例
は
、
新
憲
法
以
来
、
未
だ
明
ら
か
で
は
な
く
、
決
定
的
な
も
の
は
な
い
。

介
入
の
申
立
は
、
高
等
連
邦
裁
判
所
の
設
立
と
と
も
に
、
変
化
し
て
き
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
憲
法
第
三
四
条
四

B
、
C
お
よ
び

D
に
掲
げ
ら
れ
た
諸
原
則
の
遵
守
を
求
め
る
申
立
を
審
判
す
る
管
轄
を
依
然
と
し
て
有
し
て
い
る
が
、
連
邦
の
法
律

の
A
、

ブラジルの違憲審査制度

が
執
行
さ
れ
る
こ
と
の
保
障
を
目
的
と
す
る
申
立
は
、
高
等
連
邦
裁
判
所
の
管
轄
と
な
っ
た
。
い
ず
れ
の
申
立
と
も
、
「
連
邦
制
に
関
わ
る

憲
法
上
の
権
限
争
議
」
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
裁
判
管
轄
は
分
配
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
最
高
裁
へ
の
直
接
提
訴
が
認

(
国
)

め
ら
れ
る
機
関
の
大
幅
な
増
加
は
、
ほ
と
ん
ど
民
衆
違
憲
訴
訟
を
制
度
化
し
た
に
等
し
い
が
、
こ
の
他
に
も
、
憲
法
制
定
権
者
は
、
不
作
為

に
よ
る
違
憲
の
審
査
を
制
度
化
し
た
。
つ
ま
り
、
憲
法
が
作
為
義
務
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
基
本
的
な
定
め
の
不
遵
守
が
立

そ
の
不
遵
守
は
連
邦
最
高
裁
で
審
査
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
も
し
間
違
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
こ
れ
は
他
国
の
違
憲
審
査
制
度

一
九
八
八
年
の
憲
法
制
定
権
者
は
、
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
を
さ
ら
に
確
保
す

北法42(6・15)1427

証
さ
れ
れ
ば
、

に
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
改
革
の
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、

る
た
め
に
、
差
止
命
令
と
い
う
ま
た
別
の
法
的
手
段
を
も
制
度
化
し
た
。
す
な
わ
ち
、
憲
法
上
の
権
利
自
由
な
ら
び
に
国
籍
や
主
権
に
固
有



説

の
特
権
の
行
使
を
具
体
化
さ
せ
る
法
律
が
欠
け
て
い
る
場
合
、
市
民
は
裁
判
官
に
申
し
立
て
て
自
己
の
権
利
行
使
の
実
現
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
が
、
裁
判
官
は
上
記
の
法
的
手
段
を
用
い
て
こ
れ
を
可
能
に
す
る
。

論

3 

抽
象
的
審
査
の
対
象

合
憲
性
の
具
体
的
審
査
は
規
範
と
行
為
に
対
し
て
行
な
わ
れ
る
が
、
抽
象
的
審
査
は
規
範
の
み
を
直
接
に
制
裁
す
る
。
法
規
範
が
攻
撃
さ

れ
る
の
で
あ
り
、
違
憲
の
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る
法
律
に
基
づ
く
行
為
は
攻
撃
さ
れ
な
い
。

最
高
裁
は
、

た
と
え
ば
、
市
町
村
創
設
に
関
す
る
法
律
や
そ
の
他
の
立
法
上
の
措
置
に
つ
い
て
の
違
憲
申
立
に
つ
き
、

そ
れ
ら
は
、

的
な
も
の
で
は
な
く
、
将
来
に
対
し
て
効
力
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
単
に
形
式
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
申
立
を
退
け
て
い

(
国
)

一
九
八
五
年
に
は
、
首
府
の
市
長
の
任
命
を
承
認
し
た
パ
ラ
ナ
州
目
白
昨
含
唱
曲

Z
E
立
法
議
会
の
行
為
に
提
起
さ
れ
た
違
憲
訴

る
。
ま
た
、

訟
に
つ
き
、
請
求
を
退
け
た
。
そ
の
理
由
は
、

一
般
的
規
範
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
「
個
別
具
体
的
な
効
果
を
持
っ
た
、
孤

立
し
た
単
一
の
行
為
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
」
こ
と
で
あ
っ
た
。

か
く
し
て
、
抽
象
的
審
査
に
服
す
る
も
の
は
、
法
律
、
構
成
諸
国
家
の
憲
法
規
範
、
連
邦
憲
法
修
正
、
連
邦
ま
た
は
構
成
諸
国
家
の
規
範

お
よ
び
、
連
邦
を
構
成
す
る
国
家
間
で
結
ぼ
れ
た
規
範
的
性
格
を
有
す
る
協
定
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
法
律
よ
り
下

的
行
為
、
裁
判
規
則
、

位
の
規
範
に
つ
い
て
は
、
適
法
性
の
審
査
が
ま
ず
な
さ
れ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

審
査
は
、
当
該
行
為
が
形
式
的
に
存
在
し
た
後
で
な
け
れ
ば
行
使
さ
れ
え
な
い
。

つ
ま
り
、
審
署
と
公
示
の
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す

で
に
施
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
ま
で
は
必
要
な
い
。

最
高
裁
が
す
で
に
抗
弁
を
通
じ
て
違
憲
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
た
規
範
は
、
事
後
的
な
ヘ
白
』

v
g
e
s毛
訴
訟
を
通
じ
て
の
審
理
を
拒
否
さ

北法42(6・16)1428

自支



れ
る
。

そ
れ
ら
が
圏
内
法
体
系
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
以
上
は
、
通
常
に
合
憲
性
審
査
が
な
さ
れ
、
裁
判
官
お
よ
び
裁
判

所
は
、
国
内
で
制
定
さ
れ
た
規
範
と
同
様
に
そ
れ
ら
を
監
視
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
違
憲
の
宣
言
は
、
当
該
条
約
を
承
認
あ
る
い
は
批
准
し
た

条
約
等
に
関
し
て
は
、

諸
規
範
に
の
み
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
条
約
を
取
り
消
す
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
同
宣
言
は
、
当
該
条
約
の
適
用
を
免

れ
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
承
認
さ
れ
た
効
力
を
剥
奪
す
る
意
義
を
有
す
る
。

一
九
八
三
年
に
、
あ
る
補
足
的
法
律
(
司
法
官
職
に
つ
い
て
の
組
織
法
律
)
に
関
連
す
る
構
成
田
家
法
律
に
つ
い
て
の
合
憲
性
審
査
の
可

否
が
問
題
と
な
っ
た
。
最
高
裁
は
、
憲
法
が
司
法
官
職
の
組
織
運
営
に
関
す
る
規
範
の
制
定
を
連
邦
の
立
法
者
の
処
置
の
み
に
委
ね
て
い
る

以
上
、
憲
法
違
反
が
あ
る
と
判
示
し
た
。

最
高
裁
が
、
違
憲
の
主
張
の
立
論
に
拘
束
さ
れ
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
り
、
確
信
を
も
っ
て
審
理
を
行
な
う
た
め
、

い
か
な
る
局
面

に
お
い
て
も
自
由
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
最
高
裁
は
申
立
の
文
言
に
即
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

違
憲
の
疑
い
が
あ
る
と
さ
れ
た
法
律
は
分
割
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
違
憲
と
判
断
さ
れ
た
部
分
は
法
体
系
か
ら
除
外
さ
れ
、
内
容
が
憲
法

に
反
し
て
い
な
い
他
の
部
分
は
存
続
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
分
離
の
内
容
が
実
質
的
な
変
質
や
当
該
法
律
の
段
損
を
惹
起
し
な
い
場
合
に
の

ブラジルの違憲審査制度

み
可
能
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
も
し
、
当
該
法
律
の
各
部
分
の
関
係
が
非
常
に
密
接
で
、
相
互
に
依
存
し
て
い
る
よ
う
な
場
合
は
、

あ
る
部
分
の
違
憲
が
、

そ
の
法
律
の
全
体
の
違
憲
宣
言
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。

北法42(6・17)1429・

部
分
的
な
違
憲
の
宣
言
は
、
当
該
法
律
の
意
義
や
立
法
者
の
意
思
を
変
質
さ
せ
る
も
の
で
は
な
く
、

ま
た
、
立
法
権
の
独
立
を
侵
害
す
る

も
の
で
も
な
い
。

一
九
八
六
年
に
最
高
裁
は
、
ミ
ナ
ス
・
ジ
エ
ラ
イ
ス
州
自
民
号
室

5
2
c
m
Z
Z
の
あ
る
法
律
に
関
す
る
直
接
的
な
抽
象
的
違
憲
の
申
立

に
つ
き
判
断
し
た
。
こ
の
法
律
は
、
司
法
官
の
給
与
に
つ
い
て
の
規
範
を
定
め
る
も
の
で
、
給
与
に
つ
い
て
二
つ
の
選
択
肢
を
お
き
、
司
法



説

官
に
ど
ち
ら
か
を
選
択
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
共
和
国
検
事
総
長
は
、
こ
の
制
度
は
憲
法
の
平
等
原
則
に
反
す
る
と
し
て
、
最
高
裁
に
提

も
に
憲
法
に
適
合
し
て
い
る
の
で
、
単
に
給
与
の
選
択
肢
の
一
を
違
憲
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
二
重
の
制
度
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が

北法42(6・18)1430

訴
し
た
。
こ
の
事
件
の
報
告
官
で
あ
る
最
高
裁
裁
判
官
の
ジ
ョ
ゼ
・
カ
ル
ロ
ス
・
モ
レ
イ
ラ
H

ア
ル
ヴ
エ
ス
』
O
怠
わ
白
ユ

g
ζ
o
E
w局
〉

ず I

a岡

〉
FA〈
何

ω
は
、
不
平
等
が
実
際
に
存
在
し
、
憲
法
の
規
定
の
精
神
に
反
す
る
と
強
調
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
高
裁
は
、
両
選
択
肢
は
と

違
憲
で
あ
っ
て
、
両
者
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
を
選
択
し
て
排
除
し
た
と
し
て
も
、
排
除
さ
れ
た
ほ
う
も
違
憲
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、

そ
れ
を
取
り
消
す
こ
と
は
で
き
ず
、

か
っ
、
残
っ
た
ほ
う
の
手
段
も
、
単
一
の
も
の
と
み
な
さ
れ
て
、
立
法
者
の
意
思
に
反
す
る
も
の
と
な

ろ
う
、
と
し
た
。
そ
し
て
、
最
高
裁
は
、
両
制
度
を
一
体
の
も
の
と
み
な
し
て
、
制
度
全
体
が
違
憲
で
あ
る
と
判
断
す
る
方
向
に
そ
の
立
場

を
置
い
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
最
高
裁
は
立
法
者
意
思
を
重
視
し
よ
う
と
し
、
立
法
者
意
思
が
完
全
に
は
保
た
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
最
高
裁
が
立
法
者
の
要

求
を
変
更
す
る
よ
り
は
、

む
し
ろ
立
法
者
が
新
た
な
法
律
を
生
成
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
の
で
あ
る
。

B 

具
体
的
審
査

ブ
ラ
ジ
ル
の
こ
の
制
度
は
、

ブ
ラ
ジ
ル
史
上
二
つ
め
の
憲
法
で
あ
り
、

一
世
紀
の
歴
史
を
持
つ
。

か
っ
、
共
和
国
憲
法
と
し
て
は
初
め
て
の
も
の
で
あ
る
一
八
九
一

年
の
憲
法
以
来
、

当
時
す
で
に
一
世
紀
以
上
の
歴
史
を
有
し
て
い
た
合
衆
国
憲
法
と
は
異
な
り
、

ブ
ラ
ジ
ル
憲
法
は
、

そ
の
本
文
で
、
法
律
の
合
憲
性
審
査

制
度
を
明
確
に
強
固
な
も
の
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
当
事
者
が
連
邦
憲
法
の
一
の
規
定
に
賛
成
ま
た
は
反
対
し
て
な
し
た
訴
訟
を
認
識
し
、

か
っ
、
判
断
す
る
の
は
、
裁
判
官
お
よ
び
裁
判
所
の
管
轄
に
属
す
る
」
。
ま
た
、

一
八
九
一
年
憲
法
第
五
九
条
一
項
の

A
は
、
「
最
終
審
と
し



て
の
構
成
国
家
裁
判
所
の
判
決
が
、
条
約
ま
た
は
連
邦
の
法
律
の
有
効
性
を
問
題
と
し
、
違
憲
性
に
つ
い
て
判
断
し
た
と
き
に
は
、
連
邦
最

高
裁
判
所
へ
の
上
訴
に
お
け
る
審
理
に
委
ね
ら
れ
う
る
」
。
こ
の
よ
う
に
、
規
範
の
合
憲
性
審
査
を
行
使
す
る
裁
判
機
関
が
、
憲
法
の
条
文

に
お
い
て
明
確
に
承
認
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

l 

審
査
方
式
の
制
度

ブ
ラ
ジ
ル
が
採
用
し
て
い
る
具
体
的
審
査
の
方
式
は
、
付
随
的
な
審
査
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
裁
判
官
は
、
自
己
の
前
に
訴
訟
が
提
起
さ
れ

た
と
き
は
、
憲
法
問
題
に
つ
い
て
の
裁
判
官
で
も
あ
る
。
彼
は
、
訴
訟
当
事
者
に
よ
る
請
求
が
あ
っ
た
場
合
、
判
決
を
延
期
す
る
の
で
は
な

く
、
す
ぐ
に
当
該
法
律
の
違
憲
性
に
つ
い
て
の
決
定
を
下
す
。
進
行
中
の
訴
訟
に
お
い
て
は
、
憲
法
問
題
は
二
次
的
な
も
の
で
あ
り
、
決
し

て
中
心
的
な
問
題
で
は
な
い
。
裁
判
官
は
み
な
、
請
求
さ
れ
れ
ば
い
つ
で
も
す
ぐ
に
法
律
の
違
憲
性
を
宣
言
で
き
る
。
通
常
の
裁
判
官
は
職

権
で
行
動
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
実
際
に
は
、
裁
判
官
は
当
該
法
律
の
違
憲
を
宣
言
す
る
よ
り
も
、
単
に
そ
の
適
用
を
避
け
る
だ
け
で
あ

る
。
判
決
が
訴
訟
当
事
者
ら
に
の
み
に
限
定
さ
れ
た
効
力
し
か
有
し
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
り
、

ま
た
、
上
訴
が
認
め
ら
れ
る
。
判
決

ブラジルの違憲審査制度

が
最
高
裁
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
き
は
、
最
高
裁
が
上
告
審
で
あ
る
以
上
、
上
訴
は
も
は
や
不
可
能
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」

型
と
い
わ
れ
る
審
査
制
度
も
具
体
的
審
査
を
行
う
が
、

そ
れ
は
先
決
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
の
型
の
憲
法
裁
判
所
判
決
は
、
万
人
に
対
す
る

ヘゴ
h
B
S喜
朗
」
効
力
を
有
し
、
あ
ら
ゆ
る
人
に
効
力
が
及
ぶ
が
、
上
訴
の
余
地
は
な
い
。

あ
ら
ゆ
る
市
民
は
、
法
律
あ
る
い
は
公
権
力
の
規
範
的
行
為
に
つ
き
、
そ
の
違
憲
性
を
理
由
と
し
て
、
そ
れ
ら
が
自
己
に
課
せ
ら
れ
な
い

こ
と
を
裁
判
官
に
求
め
る
権
利
が
あ
る
。
裁
判
官
の
前
に
提
出
さ
れ
た
論
拠
に
根
拠
が
あ
る
か
ど
う
か
の
識
別
は
、
裁
判
官
の
責
任
に
帰
す

る
。
こ
の
こ
と
が
法
的
不
安
定
に
つ
な
が
る
と
か
、
あ
ら
ゆ
る
法
律
が
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
こ
と
は
誤

北法42(6・19)1431 



説

り
で
あ
る
。
第
一
に
、
違
憲
で
あ
る
こ
と
は
説
得
力
の
あ
る
方
法
で
論
証
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、

さ
ら
に
、
裁
判
官
が
常
に
そ
の
主
張
を
承
認

す
る
わ
け
で
は
な
い
。
同
様
に
、
裁
判
官
の
頭
に
は
常
に
公
益
と
い
う
観
念
が
あ
り
、
裁
判
官
は
、
憲
法
と
の
不
整
合
が
あ
る
と
疑
っ
て
も
、

号沿.
ロ計旬

と
く
に
公
益
の
保
護
に
配
慮
し
て
、
結
局
当
該
法
律
を
適
用
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
が
た
び
た
び
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
違
憲
を
主
張
す

る
の
み
で
は
十
分
で
は
な
い
。
通
常
の
裁
判
官
は
、
法
律
の
違
憲
を
承
認
す
る
こ
と
に
は
非
常
に
臨
時
す
る
の
が
常
な
の
で
あ
る
。

一
八
九
一
年
憲
法
は
す
で
に
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
裁
判
組
織
全
体
の
頂
点
の
位
置
に
連
邦
最
高
裁
判
所
を
お
い
て
、
現
行
司
法
制
度
を
作
り
上

げ
て
い
る
。

(
甜
)

ル
イ
H
パ
ル
ボ
サ
月
三
回
〉
何
回
(
)
∞
〉
に
よ
れ
ば
、
「
違
憲
性
は
、

け
し
て
訴
訟
の
目
的
と
な
っ
て
は
な
ら
ず
、

た
だ
単
に
要
求
の
実
現
が

論
じ
ら
れ
て
い
る
権
利
を
理
由
付
け
る
た
め
の
要
素
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
訴
訟
は
、
法
律
そ
の
も
の
、
あ
る
い
は
、

立
法
権
や
執
行
権
さ
ら
に
は
司
法
権
の
発
す
る
違
憲
の
行
為
自
体
を
直
接
に
対
象
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
紛
争
の
目
的
と
し

て
で
は
な
く
、
紛
争
解
決
の
理
由
と
し
て
の
み
参
照
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
。

こ
の
審
査
は
非
集
中
的
審
査
制
度
で
、
い
か
な
る
裁
判
官
お
よ
び
司
法
機
関
も
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
、
各
司
法
機
関
は
、
そ
の
管
轄
内

{
却
}

の
訴
訟
に
お
い
て
、
付
随
的
に
こ
の
審
査
を
行
な
う
。
な
ん
ら
か
の
問
題
を
訴
訟
の
本
案
で
判
断
す
る
に
あ
た
り
、
憲
法
問
題
は
基
本
的
な

も
の
で
あ
る
。
法
律
の
合
憲
性
に
つ
い
て
の
判
断
は
、
現
庇
あ
る
規
範
を
遠
ざ
け
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

法
律
自
体
は
具
体
的
審
査
の
対
象
と
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
た
と
え
最
高
裁
が
違
憲
を
宣
言
し
て
も
、
そ
の
法
律
は
依
然
と
し
て
効

(
訳
注
9
)

そ
の
有
無
は
上
院
に
よ
る
判
決
の
承
認
に
依
存
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
直
接
的
違
憲
訴
訟
の
判
決
が
万
人
に
対
す
る
守
『
宮

一
九
七
一
年
以
降
は
最
高
裁
が
そ
の
判
決
を
上
院
に
送
付
す
る
必
要
は
も
は
や
な
く
な
っ
て
い
る
の
と
異
な
り
、
具

力
を
有
し
、

き
ま
と
効
力
を
有
し
、

体
的
審
査
に
よ
る
決
定
は
、
両
当
事
者
間
に
つ
い
て
の
み
直
接
的
効
果
を
有
す
る
。

一
八
九

O
年
の
命
令
八
四
八
号
以
来
、
連
邦
の
司
法
官
は
、
関
係
当
事
者
の
主
張
が
あ
っ
た
場
合
に
の
み
、
連
邦
の
憲
法
お
よ
び
法
律
の

北法42(6・20)1432



擁
護
あ
る
い
は
適
用
の
た
め
に
訴
訟
事
件
に
介
入
す
る
、
と
い
う
定
式
が
あ
る
。
連
邦
裁
判
所
の
組
織
法
律
は
、
「
裁
判
官
お
よ
び
裁
判
所
は
、

日
常
的
な
事
案
に
お
い
て
、
明
ら
か
に
違
憲
で
あ
る
諸
法
令
を
適
用
し
な
い
」
と
定
め
る
。
憲
法
は
、

一
九
三
四
年
以
来
、
裁
判
所
に
対
し
、

違
憲
の
宣
言
は
少
な
く
と
も
構
成
員
の
絶
対
多
数
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
ま
た
、
通
常
の
裁
判
官
に
つ
い
て
は
、
法
律
の

違
憲
性
を
表
明
し
な
く
て
も
当
該
事
件
の
判
決
が
で
き
、
侵
害
さ
れ
た
権
利
を
修
復
し
う
る
よ
う
な
場
合
は
、

そ
の
法
律
が
違
憲
で
あ
る
こ

と
の
表
明
を
差
し
控
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
伝
統
も
あ
る
。
裁
判
官
は
理
由
付
け
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
自
由
で
あ
る
が
、
合
憲
性
の
審

査
が
当
該
事
件
の
判
決
に
有
用
あ
る
い
は
適
切
で
あ
る
よ
う
な
と
き
は
、

そ
の
審
査
を
避
け
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

違
憲
の
主
張
が
容
認
し
得
な
い
、
あ
る
い
は
、
根
拠
の
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
主
張
を
退
け
る
こ
と
に
は
理
由
が
あ
る
。

(a)
違
憲
の
主
張
が
、
規
範
的
行
為
あ
る
い
は
公
権
力
か
ら
発
せ
ら
れ
た
行
為
に
関
わ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、

そ
の
主
張
は
す
べ
て
退

け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
争
点
に
は
、
当
該
訴
訟
の
判
決
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
規
範
的
行
為
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
必

要
だ
か
ら
で
あ
る
。

(
b
)
主
張
さ
れ
て
い
る
違
憲
性
が
、
事
件
の
判
断
に
高
度
の
影
響
力
を
持
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
|
|
実
体
判
決
が
合
憲
性
の

判
断
に
依
拠
し
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
、
違
憲
の
主
張
は
無
関
係
な
も
の
と
み
な
さ
れ
て
、
結
局
容
認
さ
れ
な
い
。

ブラジルの違憲審査制度

(

C

)

当
該
法
律
の
憲
法
規
範
へ
の
不
適
合
性
に
理
由
が
な
い
と
し
て
裁
判
所
が
違
憲
の
主
張
を
退
け
た
場
合
は
、

そ
の
主
張
は
根
拠
の

な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

規
範
の
合
憲
性
に
つ
い
て
の
決
定
が
原
告
に
好
意
的
な
も
の
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、

北法42(6・21)1433

そ
の
決
定
自
体
に
対
す
る
上
訴
は
で
き
な

(
訳
注
目
)

ぃ
。
違
憲
の
申
立
が
拒
否
さ
れ
る
と
、
実
体
的
争
点
に
関
す
る
判
断
が
続
行
し
、
当
該
訴
訟
に
つ
い
て
の
判
決
が
下
さ
れ
る
。
こ
の
実
体
的

争
点
に
関
す
る
判
決
は
、
合
憲
性
に
関
す
る
決
定
に
拘
束
さ
れ
る
。



説

付
随
的
規
範
審
査
に
お
け
る
最
高
裁
の
役
割

2 

自省

一
九
四

O
年
の
連
邦
最
高
裁
の
内
部
規
則
は
、
そ
の
八
五
条
単
項
で
以
下
の
よ
う
に
定
め
る
。
「
な
ん
ら
か
の
審
理
の
際
に
、
な
ん
ら
か

の
法
律
、
あ
る
い
は
、
そ
の
法
律
の
い
ず
れ
か
ま
た
は
特
定
の
条
項
、
さ
ら
に
は
、
共
和
国
大
統
領
の
行
為
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
が
合
憲
で

あ
る
か
否
か
の
決
定
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
最
高
裁
は
、
報
告
官
あ
る
い
は
裁
判
所
構
成
員
の
一
人
の
申
立
に
よ
り
、

ま
た
は
、
共
和
国
検
事
総
長
の
請
求
に
よ
っ
て
、
次
の
開
廷
期
で
、

ま
ず
主
張
さ
れ
た
違
憲
性
に
つ
い
て
先
決
的
に
審
議
す
る
た
め
に
、
報

告
終
了
後
た
だ
ち
に
審
理
を
中
断
す
る
」
。

ま
た
、
同
規
則
八
六
条
は
、
次
の
よ
う
に
定
め
る
。
「
違
憲
の
問
題
が
最
高
裁
諸
法
廷
の
一
に
お
い
て
提
起
さ
れ
た
場
合
、
異
議
を
申
し

立
て
ら
れ
た
法
律
あ
る
い
は
行
為
の
違
憲
性
を
審
査
す
る
の
は
、
大
法
廷
で
あ
る
」
。

し
か
し
な
が
ら
、
憲
法
の
実
際
の
運
用
が
積
み
重
ね
ら
れ
る
に
つ
れ
、
規
則
は
諸
々
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

つ
ま
り
、
具
体
的
な

事
件
の
判
決
に
つ
い
て
、
違
憲
性
の
問
題
の
審
理
は
、
今
日
で
は
も
は
や
不
可
欠
の
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
諸
法
廷
の
管
轄
に
関
わ
る

訴
訟
に
お
い
て
、
違
憲
の
問
題
を
審
理
す
る
の
は
大
法
廷
で
あ
る
。

異
議
を
申
し
立
て
ら
れ
た
法
律
あ
る
い
は
行
為
の
合
憲
あ
る
い
は
違
憲
の
宣
言
を
す
る
た
め
に
は
、
最
低
八
人
の
裁
判
官
の
出
席
が
必
要

で
あ
り
、

い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
少
な
く
と
も
六
人
の
裁
判
官
が
賛
同
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
欠
席
者
数
が
審
議
に
影
響
を
与
え

得
る
よ
う
な
欠
席
が
あ
っ
た
場
合
は
、
審
議
は
中
止
さ
れ
、

そ
の
出
席
を
待
つ
こ
と
に
な
る
。

六
票
の
多
数
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
違
憲
宣
言
は
な
さ
れ
な
い
。
法
律
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
違
憲
が
宣
言
さ
れ
る
と
、
関
係
諸
機
関
に

通
知
さ
れ
、
上
院
議
長
に
は
写
し
が
送
付
さ
れ
る
。
抽
象
的
直
接
審
査
の
場
合
は
、

も
っ
ぱ
ら
違
憲
宣
言
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
上
の
よ
う

な
上
院
へ
の
通
知
は
一
九
七
一
年
以
来
も
は
や
行
な
わ
れ
て
は
い
な
い
こ
と
を
、
こ
こ
で
改
め
て
指
摘
し
た
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
具
体
的

北法42(6・22)1434 



審
査
で
の
違
憲
宣
言
に
続
い
て
下
さ
れ
る
判
決
に
つ
い
て
は
、

そ
の
手
続
は
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

違
憲
あ
る
い
は
合
憲
の
宣
言
は
、
諸
法
廷
あ
る
い
は
大
法
廷
の
あ
ら
ゆ
る
事
件
に
適
用
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
最
高
裁
裁

判
官
に
は
、
他
の
訴
訟
に
お
い
て
自
己
の
立
場
の
修
正
を
提
案
す
る
権
利
が
保
障
さ
れ
て
い
る
。
違
憲
宣
言
の
場
合
、
上
院
へ
の
通
知
の
後

で
は
、
こ
の
よ
う
な
修
正
は
も
は
や
な
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
ま
っ
た
く
例
外
的
に
可
能
と
な
る

と
し
て
も
、
上
院
に
よ
る
規
範
の
停
止
決
議
が
公
示
さ
れ
た
後
で
は
、
判
例
の
修
正
は
な
ん
ら
の
効
果
も
有
し
な
い
。
あ
る
規
範
の
違
憲
宣

言
に
一
般
的
効
力
を
付
与
す
る
の
は
、
上
院
の
停
止
決
議
と
い
う
行
為
な
の
で
あ
る
。

3 

連
邦
最
高
裁
判
決
の
効
果
と
上
院

す
で
に
み
た
よ
う
に
、
連
邦
最
高
裁
判
決
が
具
体
的
審
査
に
よ
っ
て
あ
る
法
律
の
違
憲
を
宣
言
す
る
と
、
そ
の
判
決
は
上
院
に
送
付
さ
れ
、

上
院
は
そ
の
判
決
に
万
人
に
対
す
る
守
h
白
き
ま
と
効
果
を
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
上
院
が
当
該
法
律
の
廃
止
に
賛
同
の
意
思
を
表
明

ブラジルの違憲審査制度

す
る
ま
で
は
、
判
決
は
当
該
訴
訟
に
つ
い
て
の
み
既
判
力
を
有
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
事
後
的
な

E
B臼
尽
き
毛
抽
象
的
審
査
で
連
邦
最
高

も
は
や
上
院
に
よ
る
法
律
の
執
行
停
止
に
は
依
存
し
な
い
。

裁
に
よ
り
違
憲
を
宣
言
さ
れ
た
法
律
は
、

一
九
七
一
年
以
来
の
慣
行
に
よ
り
、

こ
の
よ
う
に
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
上
院
は
、
法
律
あ
る
い
は
規
範
的
行
為
の
執
行
停
止
を
宣
言
す
る
決
議
を
行
な
う
。
こ
の
上
院
の
役

割
に
つ
き
、
議
論
や
問
題
点
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
上
院
が
行
な
う
行
為
の
法
的
性
質
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
?
上
院
は
覇

北法42(6・23)1435

束
さ
れ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
自
由
裁
量
権
を
有
し
て
い
る
の
か
?
あ
る
者
は
、
合
意
性
の
審
査
行
為
を
そ
の
他
の
も
の
と
同
様
に
法

的
な
も
の
と
考
え
、
上
院
の
行
為
は
露
束
的
な
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
合
憲
性
の
審
査
は
政
治
的
な
も
の
で
も
あ
る
と
考
え
る
者
は
、
権
力

分
立
尊
重
の
要
請
か
ら
上
院
の
役
割
を
正
当
化
し
よ
う
と
す
る
。
他
の
者
は
、
審
査
は
裁
判
行
為
で
あ
り
、

か
っ
、
司
法
権
は
独
立
し
て
い



説

る
の
で
あ
る
か
ら
、
司
法
権
が
立
法
権
に
自
己
の
行
為
を
説
明
す
る
必
要
は
な
く
、
上
院
の
決
議
は
不
必
要
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

実
際
に
は
、
こ
れ
ら
の
観
点
は
す
べ
て
検
討
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
は
、
他
の
観
点
を
限
定
す
る
。
連
邦
最
高

北法42(6・24)1436

論

裁
は
つ
ね
に
非
常
に
尊
重
さ
れ
、

か
つ
、

た
い
て
い
守
ら
れ
て
お
り
、
国
の
も
っ
と
も
重
要
な
制
度
の
な
か
で
も
ま
っ
た
く
名
誉
あ
る
地
位

を
占
め
、

そ
の
威
信
と
信
頼
性
は
、
判
決
の
真
撃
さ
に
な
ん
ら
の
疑
念
も
生
じ
さ
せ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
三
権
が
独
立
し
て
い
る
と
し

て
も
、
憲
法
は
、

そ
れ
ら
の
関
係
の
調
和
、

お
よ
び
、
制
度
の
安
定
性
維
持
の
た
め
の
相
互
の
尊
重
が
望
ま
し
い
、

と
{
疋
め
て
い
る
。

最
高
裁
判
決
の
有
効
性
が
上
院
で
問
題
に
さ
れ
た
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
上
院
は
そ
の
役
割
を
果
た
し
続
け
る
こ

と
を
望
ん
で
い
る
。
上
院
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
最
高
裁
の
判
決
の
尊
厳
と
威
信
は
非
常
に
高
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
上
院
の
役
割
は
最
高
裁

に
と
っ
て
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
最
高
裁
判
決
は
、

そ
の
後
の
あ
ら
ゆ
る
最
高
裁
判
決
が
従
う
こ
と
に
よ
り
判
例
を
形
成
し
、

か
っ
、
他

の
裁
判
機
関
の
す
べ
て
が
そ
の
判
例
に
従
う
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
上
院
の
関
与
が
な
く
て
も
、
大
き
な
違
い
は
生
じ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

上
院
の
決
議
は
、
最
高
裁
の
判
決
に
一
般
的
な
性
格
を
即
時
に
承
認
し
、
付
与
す
る
の
で
あ
る
。

上
院
は
裁
判
判
決
に
従
う
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
の
か
?
こ
の
点
に
つ
い
て
、
憲
法
お
よ
び
上
院
の
内
部
規
則
は
沈
黙
し
て
お
り
、
疑

義
が
生
じ
う
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
ま
で
上
院
が
最
高
裁
判
決
の
承
認
を
拒
否
し
た
こ
と
は
一
度
も
な
く
、
上
院
は
最
高
裁
に
よ
っ
て
違

憲
と
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
法
律
の
廃
止
を
確
認
し
て
お
り
、
そ
こ
に
一
種
の
憲
法
上
の
慣
習
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
連
邦
最
高
裁
自
身
、
違
憲

を
宣
言
さ
れ
た
行
為
を
停
止
す
る
義
務
を
上
院
が
負
う
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
ゴ
ン
サ
ゥ
ヴ
エ
ス
・
デ
・
オ
リ
ヴ
エ
イ
ラ

。。z
n〉
F
〈
何
∞
口
開

O
巳
〈
何
回
河
〉
裁
判
官
の
意
見
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
「
上
院
は
法
律
停
止
行
為
を
行
な
う
に
あ
た
っ
て
の
、
適

切
か
っ
時
宜
に
か
な
っ
た
自
己
固
有
の
基
準
を
有
す
る
で
あ
ろ
う
。
あ
る
争
点
が
裁
判
所
で
ぎ
り
ぎ
り
の
多
数
で
決
定
さ
れ
た
り
、
新
メ
ン

パ

i
の
任
命
が
あ
っ
た
よ
う
な
場
合
、
上
院
が
法
律
の
停
止
を
行
な
う
前
に
裁
判
所
の
新
た
な
宣
告
を
待
つ
こ
と
は
合
理
的
で
あ
る
。
ま
た
、

上
院
は
、
意
思
表
明
の
た
め
に
期
日
を
制
限
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
特
別
の
制
裁
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
。
上
院
の
怠
慢
は
場



合
に
よ
っ
て
は
あ
り
う
る
が
、
憲
法
違
反
と
は
な
ら
な
い
」
。

A

却
)

ピ
テ
ン
ク

1
ル
盟
、
H4思
台
。
d
問
、
『
に
よ
れ
ば
、
「
上
院
の
関
与
の
目
的
は
、

た
だ
単
に
最
高
裁
判
所
の
判
決
を
公
の
も
の
と
し
、
あ
ら

ゆ
る
市
民
に
そ
の
こ
と
を
知
ら
し
め
る
こ
と
に
あ
る
」
。
パ
ウ
ロ
・
プ
ロ
サ

l
ル
司

E
Z
回
問
。
ωω
〉
河
口
は
「
上
院
は
、
個
々
の
も
の
に
一
般

的
な
効
果
を
付
与
し
て
、
裁
判
判
決
の
効
果
を
一
般
化
す
る
と
い
う
政
治
的
行
為
を
行
う
」
と
示
唆
す
る
。

上
院
が
法
律
の
効
力
を
停
止
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
判
決
に
規
範
的
効
力
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。
最
高
裁
判
所
は
、
上
院
へ
の
判
決
送

付
を
根
拠
づ
け
る
た
め
に
こ
の
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

上
院
の
行
為
の
射
程
範
囲
に
つ
い
て
は
、
遡
及
効
の
有
無
に
つ
き
一
致
し
た
学
説
は
今
ま
で
は
な
か
っ
た
。
カ
ヴ
ァ
ル
カ
ン
テ
ィ

。
〈
〉
F
の〉
Z
己
に
よ
れ
ば
、
「
公
の
秩
序
の
利
益
に
即
す
る
唯
一
の
解
決
は
、
法
律
が
有
効
で
あ
っ
た
聞
に
形
成
さ
れ
た
法
的
状
況
へ
の
影

響
は
認
め
ず
、
法
律
停
止
の
効
力
発
生
後
に
判
決
の
効
力
を
認
め
る
こ
と
で
あ
る
」
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
範
囲
は
、
将
来
に
向
か
っ
て

「

5
3
5こ
の
も
の
、
あ
る
い
は
、
非
遡
及
的
な
も
の
で
あ
る
。

パ
ン
デ
イ
ラ
H

デ
H

メ
ロ
回
〉
Z
U
巴
河
〉

U
H山
富
田
ト
。
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
法
律
の
停
止
は
法
律
の
廃
止
に
相
当
し
、
停
止
さ
れ

ブラジルの違憲審査制度

た
法
律
は
そ
の
執
行
的
性
質
を
失
う
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
過
去
に
出
さ
れ
た
形
式
的
に
完
全
な
法
的
行
為
に
は
影
響
は
な
く
、

正
規
に
得
ら
れ
た
既
得
権
の
将
来
効
も
保
障
さ
れ
る
か
ら
、
上
院
の
行
為
は
非
遡
及
的
な
も
の
で
あ
る
」
。

以
上
の
よ
う
な
学
説
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
権
威
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
支
配
的
学
説
は
、
法
律
の
違
憲
宣
言
の
遡
及
的
ヘ
ミ
ー
言
噌
ミ
効
果
を
は

AM) 

そ
の
た
め
、
司
法
判
決
は
著
し
く
確
認
的
な
も
の
と
さ
れ
る
。
か
く
し
て
、
過
去
に
形
成
さ
れ
た
い
か
な
る
状
況

北法42(6・25)1437

っ
き
り
と
-
認
め
て
お
り
、

も
尊
重
さ
れ
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、

一
旦
違
憲
と
宣
言
さ
れ
た
法
律
は
、
当
初
か
ら
違
憲
の
も
の
と
さ
れ
、

そ
の
結
果
、
違
憲

の
法
律
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ
た
諸
状
況
は
、
有
効
な
も
の
と
し
て
保
持
さ
れ
う
る
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
既
に
廃
止
さ
れ

た
法
律
の
将
来
効
は
肯
定
し
え
な
い
も
の
と
な
る
。



説

上
院
の
行
為
は
、
単
に
暇
庇
あ
る
法
律
を
違
法
と
す
る
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
拡
張
的
性
格
を
有
す
る
。
上
院
の
行
為
の
帰
結
、
あ
る

い
は
、
下
院
の
同
意
や
執
行
権
に
よ
る
承
認
が
不
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
上
院
の
行
為
は
単
な
る
法
律
の
廃
止
以
上
の
こ
と
に
相
当

論

す
る
。
上
院
の
行
為
の
帰
結
と
は
、
遡
及
的
玄
室
お
こ
効
果
が
あ
る
以
上
、
違
憲
の
も
の
は
「
死
ん
で
生
ま
れ
た
L

も
の
で
あ
り
、

そ
の
法

律
は
決
し
て
存
在
せ
ず
、

そ
の
法
律
が
生
ん
だ
効
果
は
す
べ
て
無
効
と
な
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
立
法
権
に
よ
る
法
律
の
単
純
な
廃
止

の
場
合
は
、

そ
の
効
果
は
将
来
に
向
か
っ
て
な
H
主
き
と
の
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
律
の
廃
止
は
、

そ
の
廃
止
行
為
の
時
点
か
ら
効

力
を
有
す
る
に
す
ぎ
ず
、
従
前
に
生
じ
た
効
果
は
有
効
で
あ
る
。

付
随
的
審
査
に
よ
る
最
高
裁
の
違
憲
宣
言
は
、
当
該
法
律
あ
る
い
は
行
為
の
消
滅
と
い
う
効
果
ま
で
を
生
じ
さ
せ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ

れ
ら
は
、
違
憲
判
決
が
な
さ
れ
た
訴
訟
手
続
関
係
外
で
は
効
力
を
生
じ
続
け
る
。

上
院
に
よ
る
法
律
の
効
力
の
停
止
は
、
最
終
的
か
っ
遡
及
効
を
も
っ
て
当
該
法
律
を
法
体
系
か
ら
除
外
す
る
と
い
う
政
治
的
行
為
で
あ
る
。

ア
マ
ラ
ル
・
サ
ン
ト
ス
〉

B
Rと
∞
〉
Z
吋

Oω

最
高
裁
裁
判
官
は
、

し
か
し
な
が
ら
、

一
九
七
六
年
の
報
告
書
で
次
の
よ
う
な
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。
「
こ
の
よ
う
な
遡
及
的
効
果
に
つ
い
て
は
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
違
憲
の
宣
告
は
、
当
該
違
憲
法
律
に
基

づ
い
て
な
さ
れ
た
諸
行
為
を
法
の
世
界
か
ら
自
動
的
に
除
去
す
る
の
で
は
な
く
、
効
力
停
止
以
前
の
諸
状
況
の
規
制
ゃ
、
場
合
に
よ
っ
て
は

解
体
の
た
め
の
諸
条
件
を
創
り
出
す
に
す
ぎ
な
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
」
。
そ
の
意
味
で
は
、
従
前
の
判
決
の
既
判
力
や
そ
の
他
の
法
観
念
は
、

違
憲
と
さ
れ
た
法
律
に
基
づ
く
判
決
や
行
為
を
不
変
の
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
遡
及
性
は
、
法
的
安
定
性
に
つ
い
て
の
諸
原
則
と
正

義
の
諸
基
準
を
調
和
さ
せ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
べ
て
の
裁
判
機
関
に
認
め
ら
れ
る
非
集
中
的
審
査
は
、

一
世
紀
に
わ
た
る
憲
法
運
用
の
実
際
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。

(
1
)
こ
れ
は
、
議
員
提
出
法
案
、

つ
ま
り
、
国
会
議
員
の
発
議
に
よ
る
法
律
案
の
名
称
で
あ
る
。
執
行
府
の
発
議
に
よ
る
法
律
案
は
「
政
府
提
出
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ブラジルの違憲審査制度

法
案
」
と
い
う
。

(
2
)
連
邦
憲
法
六
六
条
一
項
は
、
公
共
の
利
益
に
反
す
る
法
文
に
つ
い
て
も
拒
否
が
で
き
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。

六
六
条
「
法
文
の
議
決
を
終
了
し
た
議
員
は
、
共
和
国
大
統
領
に
政
府
提
出
法
案
を
送
付
し
、
大
統
領
は
、
こ
れ
に
同
意
す
る
と
き
は
こ
れ
を

裁
可
す
る
。

一
項
共
和
国
大
統
領
が
、
そ
の
法
案
の
全
部
ま
た
は
一
部
が
違
憲
あ
る
い
は
公
共
の
利
益
に
反
す
る
と
判
断
す
る
と
き
は
、
そ
の
法
案
を
受

理
し
た
日
よ
り
数
え
て
平
日
一
五
日
以
内
に
、
そ
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
拒
否
し
、
か
っ
、
四
八
時
間
以
内
に
拒
否
の
理
由
を
上
院
議
長
に
通

知
す
る
。

(
3
)
ブ
ラ
ジ
ル
に
は
、
排
他
的
権
限
を
有
す
る
憲
法
裁
判
所
も
行
政
裁
判
所
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

S
T
F
に
最
近
付
与
さ
れ
た
諸
権
限
は
、

S
T
F
を
い
わ
ゆ
る
憲
法
裁
判
所
に
十
分
近
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。

(
4
)
連
邦
憲
法
一

O
一
条
第
一
。

(
5
)
連
邦
憲
法
一

O
一
条
単
項
。

(
6
)
司
法
官
全
員
に
憲
法
が
保
障
す
る
そ
の
他
の
権
利
は
、
転
所
の
不
可
能
性
と
俸
給
の
減
額
不
可
能
性
で
あ
る
(
九
五
条

E
、
皿
|
|
訳
注
)
。

(
7
)
連
邦
憲
法
一

O
二
条
。

(
8
)
連
邦
憲
法
一

O
三
条
三
項
。

(
9
)
〉

Z
U』
D
の
〉
∞
叶
月
0
・
h
」
〈
言
。
。

g
h
E
S
5
h
o
旬、

2
と

2
8・
ピ
〈
『
白
『
戸
司
『

2
8
∞
即
日
ぢ
少
問

5
ι

こ
g
2
5・Hmwω
印
匂
唱

-
N

品。ーピ斗

(叩
)
ω
己
申
ロ

O
∞d
Z
E
C
〉
『
M
E
M
-
M
M
W

∞
〉

z
u
g閉
山
〉
口
開
富
田
ト
0
・

M32立
。
色
白
旬
。
室
匂
丘
町

Snh町
白
河
内
h
定

8
・
U
N
h
E
-
-
∞
宮
司

E-0・
∞

5
F白門的
-4・
H

ゆ
∞
0
・匂・

同斗。

(日

)
p
g
g円
O
p
s
-
2
5
3
z↓
開

ω
E
E河
〉

z
u
p
n。
苦
言
尽
き
白
色
。

g丘
町
三
込

S
E
F
V
E
S
t
a
町
民
白
血

2
5
5
h含
句
、
忠
之
、
虫
色
色
ぬ

L

『白
3
2
3・
何

ιF丹
C
『
目
。
ロ
印
口
白
『
曲
『

PHmwω
∞
-
〈
]
「
司
・

ωA凶
品

(
ロ
)
非
集
中
的
審
査
は
そ
の
ま
ま
保
た
れ
た
が
、
次
の
よ
う
な
権
威
主
義
的
な
制
度
が
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
連
邦
の
法
律
が
違
憲
と
宣
言

さ
れ
て
も
、
そ
れ
が
人
民
の
福
祉
に
必
要
で
あ
る
、
あ
る
い
は
、
国
家
利
益
に
適
う
、
と
共
和
国
大
統
領
が
判
断
す
れ
ば
、
彼
は
改
め
て
そ
の

法
律
を
議
会
の
判
断
に
委
ね
る
こ
と
が
で
き
、
そ
し
て
、
議
会
が
そ
の
法
律
を
維
持
す
れ
ば
、
そ
の
法
律
は
効
力
を
有
し
、
裁
判
所
の
判
決
は

無
効
と
な
る
。
さ
ら
に
、
議
会
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
判
決
は
、
憲
法
修
正
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
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説

(
日
)
こ
の
体
制
は
「
新
国
家
体
制
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
一
九
三

O
年
以
来
大
統
領
の
地
位
に
あ
る
ジ
エ
ツ
リ
オ
・
ヴ
ア
ル
ガ
ス
と
と
も
に
生

ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
彼
は
、
一
九
三

O
年
か
ら
一
九
四
六
年
ま
で
、
権
力
の
座
に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
ヴ
ァ
ル
ガ
ス
は
、
一
九
五
一
年
の
普

通
選
挙
で
再
び
権
力
の
座
に
つ
き
、
一
九
五
四
年
八
月
二
五
日
に
大
統
領
の
地
位
に
あ
っ
て
自
殺
し
た
。

(H)
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
民
主
主
義
が
復
活
し
、
一
九
四
六
年
の
新
憲
法
が
伝
統
的
な
法
律
の
裁
判
的
審
査
の
制
度
を
復
活
さ
せ
、

ま
た
、
上
院
は
復
権
し
た
。

(
日
)
一
九
四
六
年
憲
法
六
四
条
。

(
児
)
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
「
六
四
年
革
命
」
と
呼
ば
れ
る
ク
ー
デ
タ
ー
に
続
い
て
、
一
九
六
四
年
三
月
=
二
日
に
軍
事
政
権
が
樹
立
さ
れ
た
。
軍
人
は
、

文
官
に
権
力
が
平
和
的
に
移
譲
さ
れ
た
一
九
八
四
年
ま
で
、
権
力
の
座
に
就
く
こ
と
に
な
る
。

(η)
の
。
口
問
。
『
自
巾
め
巾
2
0
m
F
U
2
『
。
∞
〉
∞
吋
O
∞
-nz『印。品巾
OF
『2
g
(
U
D
ロ日立
Z
円5
口出一・日骨骨円
r
H山門出円。『
M
H

∞釦『邸宅
P
ω
b
o
H
V
白
=-D
・
]F
匂∞
N
-

可。印

(
時
)
一
九
六
七
年
と
一
九
六
九
年
の
憲
法
。

(
四
)
一
九
八
八
年
連
邦
憲
法
一

O
三
条
四
。

(
初
)
回
目
的
百
戸
∞

E
4・
E
h白
3
5
s
h
gミ
MKgs白
守
弘
三
宮
内
。
皇
宮
己
主
P
S
F
-
笹口切片岡
N
E
円
S
E
E
N
5
5
-
P
E一E
0・。
E
R
2
・
5
∞
「
℃
同
句
。
・

(
幻
)
一
九
八
八
年
連
邦
憲
法
第
一

O
三
条
咽
。

(
詑
)
。
σ∞巾『〈白押
5
ロ
己
巾
の
Z
呂
田
『
司
何
m
m何
日
間
〉
冨
開
Z
U
開
ω・
5
n
cロ
守
口
広
島
市
。
。
ロ
∞
巴
Z
2
0
ロhwE
門
芯
己
中
〉
回
目
)
巾
円
円
。
∞
」
E
『一【]』円。日巾匂。一一己円。∞・開門出円。『白

∞白
E
2
p
回。匂()・℃
-
H

句
切
に
よ
る
。

(
お
)
連
邦
憲
法
第
一

O
三
条
の
ー
か
ら

X
ま
で
を
参
照
。

(
泊
)
連
邦
憲
法
第
五
条
L
X
X
-
参
照
。

(
お
)
当
時
は
、
構
成
国
家
の
知
事
が
首
府
の
市
長
を
任
命
し
て
い
た
。

(
部
)
ブ
ラ
ジ
ル
の
最
初
の
憲
法
は
、
帝
政
下
の
も
の
で
、
独
立
の
一
八
カ
月
後
の
一
八
二
四
年
三
月
二
五
日
に
、
皇
帝
ド
ン
・
ペ
ド
ロ

1
世
が
制

定
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
憲
法
は
、
諸
規
範
の
合
憲
性
審
査
の
い
か
な
る
機
構
を
も
導
入
し
な
か
っ
た
。
当
時
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
影
響

が
強
く
、
法
律
の
内
容
を
明
ら
か
に
で
き
、
か
っ
、
そ
の
解
釈
も
な
し
う
る
機
関
は
議
会
の
み
で
あ
る
と
い
う
議
会
主
権
の
思
想
が
非
常
に
強

か
っ
た
の
で
あ
る
。

(
幻
)
一
八
九
一
年
憲
法
の
六

O
条
の

a
。

自命
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(
お
)
河
巴
∞
〉
E
w
O
ω
p
d
h
白
h
a
t
s円。草旬丘町志向札
b
E
U
号
。
白
書
、
2
8
句
色
色
町
廷
内
S
H
g
c
J
S
叫，
s
z
s号
室
注
h

丘町巴旬(河
REm--)・
(
い
曲
目
白
色
巾
閉
山
巳
∞
〉
河
∞
0
・

ω〉
.mFO
島市』曲目冊目『
0・
]F句。
N.
目】・∞
N.

(
却
)
わ
白
『
】
O凹
〉
g
巾
2
0
F
D円
g
回目、
H，↓開
Z
の
O
C問、
H
J
o
n
oロ門『
D
Z
島市内
o=目巴
E
C
O口白
-
E白
島
市
色
曲
目

-
a
p
N
P
E
-
-
司。吋巾ロ回巾・閉山岡
O
島市』釦ロ
2
『
0・
H∞
∞
∞
-

同】℃

ω
。ー
ω
斗・

(
却
)
【
リ
・
〉
-
F安リ
5
∞-↓↓閉山
z
n
O己河叶・

5
0司
門
戸
?
官
同
品
目
・

(泊

)
r
z
-
o
∞
mOωω
〉同
0
・
0
∞
g
邑
C
市即日

E

E
ロ向。ロ∞
C
E
g
o
s
-∞・
5
m巾
〈
互
白
色
冊
目
口
宏
司
呂
田
n
g
F巾間同己主
2
P
5
3
0
)一
日
・
プ
ロ
サ

1
ル
は
、
最

高
裁
裁
判
官
で
、
元
司
法
大
臣
、
一
冗
上
院
議
員
で
あ
る
。

(
沼
)
叶
}
岡
市
包
E
o
n
-
a
∞
Z
E
E
(リ
〉
〈
〉
F
n〉
Z
1・
U
。
門
書
ぎ
た

E
S
E
E
S三
室
ミ
位
。
号
、
司
C『巾ロ帥
P
E
C
号
』
富
市
田
『
D
・
5

2
・匂
-HNmw-

(お
)
O凶
項
目
}
号
〉
『
S
F
P∞〉
Z
U開
局
〉
ロ
岡
山
玄
何
回
、
F
0・
ロ
き
白
色
白
崎
町
言
切
な
室
長
ぎ
る
位
。
伊
凶
舟
匙
ニ
∞
5
z
z
z
-
∞
b
o
F
E
E
-
E∞
0・℃
-
H
2・

(
川
品

)(UOロ
門
司
『
即
日
z
g
F
E
N
E
ω
-
F〈
〉
ハ
リ
〉
宮
司
Oω
・
2

5
向
。
。
言
的
E
H
S
2
S
S
F
〈
-
Y
F
Z
Eユ
曲
目
a
s
p
-
N
g
ι
巾』
E
g
g
-
呂
町
A
P
℃・品。。

(
お
)
。
。
ミ
O司
自
巾
の
F
E
R
E
w
m
m開
局
〉

FA開
Z
u
g
-
向。志向さ
t
e
n
-量
的
な
室
内
札
。
S
B
E昌弘午、占師、司
H
2
3
3丘
町
。
的
問
、
。
止
符
号
、
開
門
戸

ω白『白
Z
P
ω
宮
司
E
-
0・

]戸ゆ句。・同
V
N
O
M
W
・

(
お
)
言
ロ
〉

gz-∞〉
Z
、H，O
∞
-
P
E
H堂。・

5
岡山
2
z
g
島町

UH『巳円

GEE-口
同
日
々
さ
〈
0・
呂
町
一

HHH(回目
ω)

(
幻
)
連
邦
憲
法
第
九
七
条
、
一

O
二
条
目
の

A
、
B
、

c、
一

O
五
条
E

A
お
よ
び

B
。

ブラジルの違憲審査制度

(
訳
注
1
)
二
三
の
州
と
一
一
一
の
連
邦
直
轄
領
お
よ
び
一
の
連
邦
区
の
こ
と
を
指
す
。
中
川
和
彦
・
矢
谷
通
朗
編
『
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
法
制
度
』

(
ア
ジ
ア
研
究
所
・
一
九
八
八
年
)
三
四
三
頁
参
照
。
後
述
の
政
治
制
度
等
に
か
ん
す
る
部
分
の
訳
語
は
、
こ
の
文
献
に
負
う
と
こ
ろ
が

大
き
い
。

(
訳
注
2
)
以
下
で
の
本
文
に
お
け
る
条
文
引
用
は
、
い
ず
れ
も
現
行
ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
共
和
国
憲
法
の
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
条
文
に
つ
い
て
は
、

矢
谷
通
朗
編
訳
『
ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
共
和
国
憲
法
一
九
八
八
年
』
(
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
九
一
年
)
に
よ
っ
た
。
こ
の
文
献
は
、
ブ

ラ
ジ
ル
の
現
行
憲
法
を
全
訳
し
、
簡
単
な
解
説
を
す
る
も
の
で
、
本
訳
の
条
文
の
訳
や
定
訳
な
ど
は
こ
の
文
献
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

構
成
国
家
と
は
、
各
州
、
各
直
轄
領
お
よ
び
連
邦
区
を
指
す
。
憲
法
四
五
条
参
照
。

こ
こ
で
は
、
州
と
連
邦
区
の
み
が
構
成
国
家
に
あ
た
る
。
憲
法
四
六
条
一
項
参
照
。

北法42(6・29)1441 

(
訳
注
3
)

(
訳
注
4
)



説

(
訳
注
5
)
憲
法
六
一
条
一
項
は
、
共
和
国
大
統
領
の
排
他
的
発
議
権
限
事
項
を
列
挙
し
て
い
る
。

(
訳
注
6
)
こ
こ
で
は
、
執
行
府
や
行
政
府
の
立
法
行
為
を
指
す
。

(
訳
注
7
)

一
九
六
七
年
に
改
正
さ
れ
た
一
九
四
六
年
憲
法
を
指
す
。

(
訳
注
8
)
諸
々
の
基
本
的
権
利
の
こ
と
で
あ
る
。

(
訳
注
9
)
抽
象
的
審
査
の
こ
と
で
あ
る
。

(
訳
注
目
)
つ
ま
り
、
上
訴
は
、
あ
る
事
案
の
判
断
の
中
で
の
憲
法
判
断
の
決
定
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
な
し
え
ず
、

当
該
事
件
全
体
に
つ
い
て
の
判
決
に
対
し
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

常
に
、
憲
法
判
断
を
含
め
た

論

[
訳
者
付
記
]
筆
者
の
パ
ウ
ロ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
H

ヴ
ィ
エ
ラ
氏
は
、

一
九
九
一
年
三
月
よ
り
一
九
九
二
年
三
月
ま
で
北
海
道
大
学
法
学
部
助

手
と
し
て
違
憲
審
査
制
の
比
較
法
的
研
究
に
従
事
し
、

一
九
九
二
年
四
月
、
パ
リ
第
五
大
学
に
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
抗
弁
に
よ
る
違
憲
審

査
制
樹
立
の
展
望
」
と
題
す
る
博
士
論
文
を
提
出
し
、
審
査
に
合
格
し
た
。
仏
語
に
よ
る
本
論
文
は
、
同
博
士
論
文
の
一
部
を
構
成
す
る
も

の
で
あ
る
。
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Le controIe de constitutionnaIite au BresiI 

Paulo RODRIGUES = VIEIRA・

Si le Bresil connait des modalites politiques de controle de 

constitutionnalite， a priori， il ne reste pas moins que le plus important est 

celui exerce par les juridictions. Le controle juridictionnel est du type mixte， 

ayant un systeme par voie d'action， a poste行ori，et un autre systeme de 

controle par voie d'exception， a titre incident. 

Le systeme judiciaire coiffe par une Cour supreme est ¥'instance 

unique du controle abstrait des lois federales et en dernier ressort dans la 

modalite du controle par voie d'exception. 

La saisine directe est tres large; en revanche elle n'est pas ouverte au 

simple citoyen. etant restreinte a certaines autorites politiques et a quelques 

personnes morales， etablie par ¥'article 103 de la Constitution de 1988. A ce 

controle peuvent etre soumises les lois. les normes constitutionnelles des 

Etats.federes. les amendements a la Constitution federale et les acts 

mormatifs federaux ou des Etats.federes， y compris les reglements des 

tribunaux et les accords inter.Etats-federes de nature normative. 

Dans le controle incident des normes. tout citoyen a le droit de 

demander a n'importe quel juge qu'une certaine loi ou acte normatif du 

pouvoir public ne lui soit pas impose du fait de son inconstitutionnalite. 

'Paulo RODRIGUES = VIEIRA. docteur en droit par I'Universite de Paris， est avocat au 

Bresil et directeur de I'IBEC (Institut Bresilien d'Etudes Constitutionnelles) 

La version en japonais fut traduite par Yasushi SHIMOI 
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Si dans le controle abstrait la decision de la Cour supreme a un effet， 

en pratique， abrogatif de la loi， dans le controle concret， lors d'une decision 

en dernier ressort， l'effet est limite aux seules parties， revenant au Senat le 

role de maintenir ou d'abroger la loi， cas ou l'arret de la Haute Cour prend un 

effet erga omnes. 

Les decisions de la Cour supreme sont retroactives; elles sont 

toutefois temperees par des formules conforme aux exigences de la s岳curite

juridique. 
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